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日
文
研

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際

日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー

の
創
設
に
あ
た
り
、

一
九
八
七
年
に
開
設
さ
れ
た
事
業

の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
主
な
目
的
は
海

外

の
日
本
研
究
者
と

日
本

の
研
究
者
と

の
交
流
を
促
進
す

る
こ
と

に
あ
り
ま

す
。研

究
と

い
う
人
間

の
営
み
は
、

フ
ォ
ー

マ
ル
な
活
動

の
み
で
成
り
立

っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会
や
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
議

論

や
情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機

に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
そ

の
よ
う

な
契
機
を
生
み
出
す
こ
と
を
願

い
、
様

々
な
研
究

者

が
自
由
な

テ
ー

マ
で
話
が
出
来
る
よ
う
に
、
文
字
ど
お
り
イ

ン
フ
ォ
ー

マ
ル

な

「
広
場
」
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書

の
公
刊
を
機
と
し
て
、
皆
様

の
日
文
研

フ
ォ
ー

ラ
ム

へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す

こ
と
を
祈
念

い
た
し

て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

片
倉

も

と

こ
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は
じ
め
に

ハ
ン
リ
ュ
ウ
　ユ
　

最
近
、
日
本

で
は

「
韓
流
」
と
呼
ば
れ
る
韓
国
の

エ
ン
タ
ー

テ
イ

ン
メ
ン
ト
は
非
常

に
人
気
が
あ
る
。

新
作
映

画

の
公
開
は
も
ち

ろ
ん
、
「
冬

の
ソ
ナ
タ
」
を
初

め
と
す

る

テ
レ
ビ
ド

ラ

マ
も
次

々
と

N
H

　
　
　

K

B

S

2
で
流

れ

て

い
る
。

「
冬

の

ソ
ナ
タ
」

で

一
気

に

ス
ー
パ

ー

ス
タ

ー
と

な

っ
た

ぺ

・
ヨ

ン
ジ

ュ

ン
は

「
ヨ
ン
様

」

と
呼

ば

れ

、
多

く

の
中

高
年

女
性

の
心
を

掴

ん
だ

。

ヨ

ン
様

は
電

通

が

行

っ
た
イ

ン

タ

ー
ネ

ッ
ト

調
査

「消

費

者

が
選

ん
だ

二
〇

〇
四
年

上

半
期

の
話
題

商

品

ベ

ス
ト

テ

ン
」

の
第

四
位

と

な

り

、
彼

は
大

塚
製

薬

「
オ

ロ
ナ

ミ

ン

C
」
、

ロ

ッ
テ

「
フ
ラ
ボ

ノ
ガ

ム
」

と

「
マ
カ

ダ

ミ

ア
チ

ョ
コ

レ

ー
ト
」
、

S
O

N

Y

「
ハ
ン
デ

ィ
カ

ム
」
、

ダ

イ

ハ
ツ

「
ミ

ラ
」
、

K

D

D
I

㎝

「
グ

ロ

ー

バ

ル
パ

ス

ポ

ー

ト
」

な

ど

の

テ
レ
ビ

コ

マ
ー
シ

ャ
ル
に
出

演
す

る
な
ど

、

日
本

の

テ
レ
ビ

や
雑

誌

に

引

っ
張

り

凧

と

な

っ
て

い
る
。

一
方

、

韓
流

に
は
負

け

ま

い
と

い
う
勢

い
で
、
映

画

や
流

行
歌

を

は

じ

め

と
す

る
香

港

の
ポ

ッ
プ

カ

ル
チ

ャ
ー
も

日
本

に
進

出

し

て

い
る
。

昨
年

末

、

梁
朝

偉

(ト

ニ
ー

・
レ

オ

ン
)
、
木

村

拓
哉

、
章

子

怡

(
チ

ャ
ン

・
ツ
ィ
イ

ー
)
、

王
菲

(
ウ

ォ

ン

・
フ

ェ
イ
)

と

い

っ
た

ア
ジ

ア

の

ス
ー

パ
ー

ス
タ
ー

の
豪
華

共

演

を
実

現

で
き

た

王
家

衛

(ウ

ォ

ン

・カ

ー

ウ

ァ
イ

)
監
督

の
香
港

映

画

『b。
O
ま

』

が

日
本

で
初
公

開

さ

れ
た

。
中

国

の

エ
ン
タ

ー

テ
イ

ン

メ
ン
ト

と
言

う

と
、

張
芸

謀

(チ

ャ

ン

・
イ

ー

か
ね
し
ろ
た
け
し

モ

ウ
)

監

督

の

『英
雄

』

に
続

き

、
章

子
怡

、
金

城

武

、
劉

徳
華

(
ア

ン
デ

ィ

・
ラ

ウ
)

を

キ

ャ
ス
ト

一
1

一



と
す
る
ア
ク
シ

ョ
ン
映
画

『
ラ
ヴ

ァ
ー
ズ
』
も
大

い
に
日
本

で
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
中
国
の

古
典
楽
器
に
西
洋
的
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
ミ

ュ
ー
ジ

ッ
ク
を
融
合
さ
せ
た

「
女
子
十

二
樂
坊
」

は
二
〇
〇
三
年

か
ら
連
続
二
年
間
日
本
で
演
奏
会
を
開
き
、
日
本
中
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。
こ
れ
ら

の
現
象
を
考

え

て
み
る
と
、
ど
う
も

ア
ジ

ア
漢
字
文
化
圏

の
メ
デ
ィ
ア
と
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
交
流
は
、
非
常
に

顕
著
に
な

っ
て
お
り
、

ア
ジ

ア
全
体

の
文
化
向
上

の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
と
地
域
は
お
互

い
に
協
力

し
て

い
る
よ
う

に
見
え

る
。
か

つ
て
、
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト

・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が

『想
像

の
共
同
体
』

(
一

　
ヨ
　

九
八
三
)

の
中

で
国
民
国
家
と

い
う
共
同
体
は
活
字
メ
デ
ィ
ア
と
国
語

の
普
及
に
よ
り
作
ら
れ
た
も

の

だ
と
指
摘
し
た
。
現
在
、
映
画
、
テ
レ
ビ
や
衛
星
放
送
、
C
D
や
D
V
D
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と

い

っ

　　
　

た
新
し

い
視
聴

メ
デ
ィ
ア
は
、
あ
た
か
も
地
域
共
通

の

「
汎
東

ア
ジ
ア
文
化
」
と
で
も
呼
ば
れ
る
も

の

を
生
み
出
し
て

い
る
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
流
れ

の
中

で
、
日
本

の
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
ー
は
ア
ジ
ア
地
域

に
お

い
て
ど
ん
な
影
響
力

を
持

っ
て

い
る
の
か
、
地
域

の
文
化
向
上
に
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
広
く

消
費
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
、
今

日
は
、
主

に

一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま

で
中
国
で
ヒ

ッ

ト
し
た

日
本

の
ト
レ
ン
デ
ィ

・
テ
レ
ビ
ド

ラ

マ

(通
称

「
日
劇
」
)
を
例
に
し

て
、

日
本

の
文
化
商
品

を
消
費
す
る

一
つ
の
主
力

で
あ

る
中
国
人
大
学
生

の
声
を
交
え
な
が
ら
、
分
析
し
て

い
き
た

い
と
思
う
。

こ
こ
で
用

い
る
デ
ー
タ
は
、
主

に
中
国
に
お
け
る
日
本
大
衆
文
化

の
受
容

に
関
心
を
持

つ
き

っ
か
け
を

一2一



与
え

て
く
だ
さ

っ
た
香
港
大
学

の
中
野
嘉
子
博
士
と
共
に
、
二
〇
〇

一
年
か
ら

二
年

に
か
け

て
北
京
、

南
京
、
上
海
、
蘇
州
で
行

っ
た
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
今
日
の
お
話
も
二
人

の
共
著

の

　
ら
　

論
文

「
プ
チ
ブ
ル
の
暮
ら
し
方
ー
中
国

の
大
学
生
が
見
た
日
本

の
ド
ラ

マ
」
を

ベ
ー
ス
に
し

て
い
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ

る
例
は
、
経
済
発
展

の
著
し

い
江
南
地
域

の
都
市
部

に
住
む
大
学
生

の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
彼
ら

の
日
劇
に
関
す
る
考
え
方
や
日
本
観

は
中
国

の

一
部

の
大
学
生

の
声

し
か
反
映

で
き

て
い

な

い
こ
と
を
敢
え

て
強
調
し
た

い
。
私

の
お
話
を
聞

い
て
い
た
だ
き
、
日
本
大
衆
文
化

の
海
外
で
の
受

容

の
現
状

や
、

一
九
九
〇
年
代
以
降

の
中
国

の
急
激
な
社
会
変
動
を
少
し
で
も
理
解
し
て
く
だ
さ
れ
ば

幸

い
に
思
う
。

一
九
九
〇
年
代
初
期
、
中
国

の
計
画
経
済

シ
ス
テ
ム
が
全
面
的
に
市
場
経
済
に
移
行
す
る
に
し
た
が

っ
て
、
大
都
市

で
は
外
資
系

の
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
が
次

々
と
オ
ー
プ

ン
し
、
そ
の
豊

富
な
商
品
、
多
彩
な
陳
列
法
、
そ
し
て
明
る

い
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ
環
境

が
中
国
人

の
目
を
丸
く
さ
せ
た
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
衛
星

テ
レ
ビ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
や

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
産
業

の
発
展
は
、
中
国
人

が
海
外

の
映
像
を
見
る
チ

ャ
ン
ス
を
増
大
さ
せ
た
。

ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
れ
ば
、
外
国

の
人
々
が
ど

ん
な

日
常
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、
画
面
上
で

い
つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
外
国
人
と

の
暮
ら
し
の
違

い
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
な

っ
た

一
九
九
五
年
三
月
に
、
上
海
東
方

テ
レ
ビ
放
送
局
は

　
　

　

中

国
語

版

の
日
本

テ
レ
ビ

ド

ラ

マ

『東

京

ラ
ブ

ス
ト
ー

リ

ー
』

(図

1
)
を
放

送

し
、
大

ヒ

ッ
ト
さ

せ
た

。

`
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図2日 劇紹介のカタログ本『東京ラブス トーリー』図1

こ
れ
を
き

っ
か
け

に
、
日
本

の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
は
中
国
の
都
市
部
若
者

の
間

で
人
気
を
集
め
た
。

こ
こ
で
言
う

日
本

の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
と
は
、

一
九
八
○
年
代
後
半

の
バ
ブ

ル
絶
頂
期

に
制
作
し
始
め
、
そ
し
て

一
九

九
〇
年
代

に
入

っ
て
か
ら

の
バ
ブ

ル
崩
壊
を
背
景
に
、

フ
ジ
テ
レ
ビ
、

T
B
S
な
ど

の
民
放

テ
レ
ビ
局
が
制
作
し
た
東
京

の
若
者

の
都
市
生
活

を
描
く
ト
レ
ン
デ
ィ

・
ド
ラ
マ
や
ポ

ス
ト

・
ト
レ
ン
デ
ィ

・
ド
ラ

マ
の

こ
と
を
指
す
。
二
十
代

の
人
気

ア
イ
ド
ル
が
主
役

で
あ

る
か
ら
、
中
国

で
は

一
日
本
青
春
偶
像
劇
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た

「
日
劇
」

(図

2
)
と

も
略
称
さ
れ
る
。

こ
れ
は
テ
レ
ビ
が
ま
だ
普

及
し

て
い
な
か

っ
た

一
九

八
○
年
代

(千
人

に

一
台
)

の
頃
に
、
中
国
全
土

で
ヒ
ッ
ト
し
た
日
本

の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
と
は
全
く
違
う
タ
イ
プ

で
、
主

に
台
湾
や
香
港

で
の

ブ
ー
ム
を
受
け
次
第
に
中
国

の
都
市
部
若
者

の
間

に
浸
透
し
て
き
た
も

の
で
あ
る
。

一
九
八
○
年
代

の
人
気
日
本

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と

い
う
と
、
主

に
四

つ

あ
る
。
第

一
は
、
テ
レ
ビ
番
組

の
不
足
を
埋
め
る
た
め
に
海
外

の
番
組

を
輸
入
し
始
め
た
八
十
年
代
初
期

に
、
上
海
電
視
台
に
よ

っ
て
中
国
語

一4一



に
吹
き
替
え
ら
れ
た

『姿

三
四
郎
』
で
あ
る
。
次

の
ヒ

ッ
ト
作
は
、
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

の

戦
う
姿
を
描

い
た

『サ
イ
ン
は
V
』
で
あ
る
。
三
番
目
は
、

一
九
八
四
年

に
放
送
さ
れ
た
山

口
百
恵

の

『赤

い
疑
惑
』

で
あ
る
。
当
時
、
こ
の
ド

ラ
マ
の
放
送
時
間

に
な
る
と
、
皆

一
目
散

に
帰
宅
し
た
り
、

テ
レ
ビ

の
あ
る
親
類
や
友
達

の
家
に
集
ま

っ
た
り
し
て
、
町
中

の
道
路
が
閑
散
と
な

っ
た
と

い
う
人
気

振
り
だ

っ
た
。
四
番

目
の
ヒ
ッ
ト
ド
ラ

マ
は

『お
し
ん
』

で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
人
気
ド
ラ

マ
に
共
通
す

る
特
徴
は
、

い
ず
れ
も
各
年
齢
層
を
越
え
て
注
目
を
集
め
る
ホ
ー
ム
ド
ラ

マ
で
あ
り
、
伝
統
的
な
家
族

生
活
、
家
族
愛
、
人
間
関
係
、
若
者

の
純
情
、
誠
実
な
愛
情
、
日
本
人
の
勤
勉

さ
、
忍
耐
強
さ
、
残
酷

な
運
命
と
戦
う
精
神
な
ど
を
描
く
も

の
が
多
か

っ
た

の
で
あ
る
。
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一
、
な
ぜ
日
劇
が
面
白

い
?

等
身
大
の
物
語
、
リ
ア
ル
な
話

で
は

一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降

の
日
劇
は
、

一
九
八
○
年
代
ま

で
の
日
本

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
ど
ん
な

と
こ
ろ
が
違
う

の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
主
に
視
聴
者
層
が
十
代
後
半
か
ら
三
十
代
半
ば
ま

で
の
若
者

向
け

の
恋
愛
ド

ラ
マ
と

い
う
点

で
大
き
な
違

い
が
あ
る
。
北
京
、
南
京
、
上
海
、
蘇
州
な
ど

で
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
を
し
た
時
、
大
学
生
た
ち
は
皆
楽
し
そ
う

に

『東
京

ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
』

『
ロ
ン
グ
バ
ケ
ー
シ



ヨ
ン
』

『
G
T
O
』

な
ど

の
こ
と
を
語

っ
て
く

れ
た
。
彼

ら
に
し

て
み
れ
ば
、
日
劇

の
魅
力
は

ス
ト
ー

リ
ー
の
面
白
さ
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
、
ド
ラ

マ
の
魅
力
を
高
め
る
制
作
技
術

(テ
ー

マ
ソ
ン
グ
と

バ

ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
音
楽
、
行
き
届

い
た
細
部
描
写
、
繊
細
な
心
理
描
写
な
ど

の
非
言
語
効
果

の
使

用
)
、
適

切
な
長
さ
、
文
化
的
近
似
性

(容
姿
、
感
性
、
愛
情
表
現
、
人
間
関
係
)
な
ど
の
要
素

で
あ
る
。

し
か
し
、
中
国
の
現
代
化
し
た
都
市
地
域
に
暮
ら
す
若

い
学
生
た
ち
が
最
も
共
感
を
抱

い
た
の
は
、

日
劇

の
中
に
映

っ
た
中
国
国
内

の
テ
レ
ビ
番
組
に
は
な

い
リ

ア
ル
な
等
身
大

の
物
語
、

つ
ま
り
自
分
と

同
じ
年
齢

の
異
国

の
若
者

の
大
都
会

で
の
恋
愛
模
様
、
友
情
、
仕
事
、
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど

で
あ

る
。
例

え
ば
、

二
〇
〇

一
年

に
南
京

の
東
南
大
学

で
調
査
を
し
た
と
き
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

・
サ
イ

エ
ン
ス
専

攻

の
大
学

三
年
生
王
浩
君
は
、
『
東
京

ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
』

を
見
た
後

の
感
想
を
次

の
よ
う

に
述

べ
て

く
れ
た
。
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完
治
は
日
本

の
会
社
に
勤
め

て
い
る
ご
く
普
通

の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
し
ょ
。
僕
ら
も
あ
と
二
、
三

年

で
彼

の
よ
う
な
会
社
員
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
彼

の
身

の
上

で
起

こ

っ
た
恋
愛
物
語
は

　
　
　

 僕

の
上
で
も
起
き
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
僕

の
周
り

の
人
々
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

上
海
同
済
大
学

で
力
学
を
専
攻
し
、
夜
は
繁
華
街

の
パ
ブ
で
ピ

ア
ノ
を
弾

い
て
月
に
二
万
元

の
高
額



な

ア
ル
バ
イ
ト
代
を
稼

い
で
い
る
四
年
生

の
陳
傑
君
は
、
福
山
雅
治
と
常
磐
貴
子
主
演

の

い
』
を
四
、
五
回
も
見

て
、
心

が
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
る
ほ
ど
感
動

し
た
と

い
う
。

『め
ぐ
り
合

こ
の
ド

ラ
マ
が
僕
に
深

い
印
象
を
残
し
て
く
れ
た
の
は
、
と

て
も
自
分

の
生
活

に
似
て

い
て
、

こ

れ
ま

で
に
な

い
共
感
を
覚
え
た
か
ら
で
す
。
…
中
で
も
福
山
雅
治
が
演

じ
る
役

に
最
も
共
感
し
ま
す
。

彼

は
建
築

エ
ン
ジ

ニ
ア
で
す
が
、
僕

の
専
攻
も
そ
れ
に
近

い
。
彼
は
撮
影

が
好
き
な
の
で
、
卒
業
後

建
築
関
係

の
仕
事

に
就
か
ず
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
写
真
を
撮

っ
た
り
し
て
、
撮
影

の
勉
強

を
し

て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
職
業
を
選
択
す

る
こ
と

や
、
理
想

の
仕
事
と
現
実
生
活

の
関
係
を
処

理
す
る
こ
と
に
お

い
て
は
、
こ
の
ド

ラ
マ
は
僕
と
共
通
点
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
も
時

々
音
楽
を
自
分

の
職
業
に
す
る
か
ど
う
か
迷

っ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら

こ
の
ド
ラ
マ
を
見
た
と
き
心
が
痛
み
ま
し
た
。

人
間
は
自
分

の
道
を
選
択
す
る
時

は
と
て
も
迷

っ
て
し
ま

い
ま
す
ね
。
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陳
君

は
結
局
高
給
取
り

の
方
を
選
択
し
、
今
も
徐
家
湛
に
あ
る
台
湾
人
経
営

の
パ
ブ
で
ピ

ア
ニ
ス
ト

を
し

て
い
る
。
彼

の
こ
の
証
言
は
、
日
劇

の
リ
ア
リ
ズ

ム
が
若

い
視
聴
者
を
惹
き

つ
け
、
彼
ら
に
感
情

移
入
を
引
き
起

こ
さ
せ
た

こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

ド
イ

ツ
と

の
教
育

や
文
化
交
流
が
盛
ん
な
上
海
同
済
大
学
で

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

.
サ
イ

エ
ン
ス
を
専



攻
し
て
い
る
銭
勇
君
は
、

語

っ
て
く
れ
る
。

日
本

の
若
者

の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
目
を
向
け

て
い
る
。
彼

は
次

の
よ
う
に

彼
ら
は
狂

っ
て
る
ほ
ど
仕
事
を
し
て
る
ね
。
週
末
も
残
業
を
す
る
。
大
企
業

は

団
薗
げ
皀
ω
①
。。
が

い

く

つ
も
あ

っ
て
ね
。
日
本
人
は
水
を
沸
か
さ
な

い
で
直
接
蛇

口
で
飲
む
。
彼
ら

の
冷
蔵
庫

は
で

っ
か

い
ね
。
ス
ラ
ム
街

に
住

ん
で
い
る
人
も

い
る
が
、
金
持
ち
は
み
ん
な
高
級

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住

ん
で
い

る
。

『
ラ
ブ

・
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
』

で
み
た
ら
、
日
本
人
は
セ

ッ
ク
ス
に
対
し
て
と

て
も
開
放
的

で
ね
。
夜
遅
く
ま

で
外

で
生
活
を
し
て
る
。
男
女

デ
ー
ト
用

の
専
門
ホ
テ
ル
さ
え
あ

る
し
…
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ド

ラ
マ
の
中
の
暮
ら
し

ぶ
り
が
若
者

に
注
目
さ
れ
る
点
は
、
戦
後

日
本

の

『朝
日
新
聞
』

に
掲
載

さ

れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ

の
マ
ン
ガ

『ブ

ロ
ン
デ
ィ
』
が
日
本
人

に
受
容
さ
れ
た
頃

の
状
況
を
連
想
さ
せ
る
。

当
時

の
日
本
人
に
と

っ
て
、
電
化
製
品

に
囲
ま
れ
た

ア
メ
リ
カ
人

の
便
利
で
豊
か
な
家
庭
生
活
は
夢

の

よ
う
だ

っ
た
。
中
国

の
若

い
学
生
た
ち

の
目
に
、
「
衣
食

の
心
配
が
な

い
」
日
本

の
若

い
男
女

が
送

っ

て

い
る
自
由

で
充
実
し
た
豊
か
な
都
市
生
活
と
美
し

い
恋
愛
物
語
は
夢

の
よ
う

に
映

る
。



若
者
ド
ラ

マ
の
欠
如

一
九
九
五
年
に

『東
京

ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
』
が
放
映
さ
れ
る
ま

で
、
中
国
に
は
若
者
個
人
に
焦
点
を

当

て
、
彼
ら
の
学
園
生
活
や
恋
愛
模
様
、
仕
事
な
ど
を
描

い
た
等
身
大

の
ド

ラ
マ
は
ほ
と

ん
ど
制
作
さ

れ

て
い
な
か

っ
た
。

中
国

で
は
長

い
間
、

テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
を
娯
楽

で
は
な
く
教
育

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
捉
え
て
き
た
か
ら
、

共
産
党

の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
な
要
素

が
強
く
出

て
く

る
。
新
中
国
誕
生
と
そ

の
発
展

の
歴
史

や
、
社
会

主
義
建
設

の
業
績
、
改
革
開
放

の
著

し

い
成
果
を
題
材

に
す

る
ド

ラ
マ
は
、
キ
ー
ノ
ー
ト

.
ド

ラ
マ
と

い
っ
て
、
国
家

の
プ

ロ
パ
ガ

ン
ダ

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
娯
楽
と
し
て
の
主
力
ド

ラ
マ
に

は
、
時
代
劇
が
あ
る
。
清
朝

の
宮
廷
を
舞
台
に
、
清
廉
潔
白
な
官
僚
と
貪
欲
な
悪
徳
官
僚
を
対
照
的

に

描
く
こ
と

で
、
実
際
は
現
代

の
政
治
腐
敗
を
風
刺
し
て

い
る
宮
廷
ド
ラ

マ
は
特
に
人
気
が
あ

る
。
香
港

の
作
家
金
庸
、
古
竜

の
原
作
に
基
づ

い
て
制
作
し
た
、
日
本

で
言
う
剣
豪
ド
ラ

マ
も
人
気

が
あ
る
。

も

っ
と
身
近
な
題
材

の
ド

ラ
マ
と

い
う
と
、
主
に
都
市
と
農
村

の
住
民

の
家
庭
生
活
を
描
く
ホ
ー
ム

ド
ラ

マ
や
、
「改
革
開
放

の
問
題
点
」
と
さ
れ
た
浮
気
、
失
業
、
犯
罪
な
ど

の
こ
と
を
扱

っ
た
ド
ラ

マ

が
あ
る
。
ど
れ
も
内
容
が
切
実
で
、
若

い
人

々
に
夢
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
お
と
ぎ
話

で
は
な

い
。

主
義
主
張

の
な

い
娯
楽
映
像
と

い
う
と
、
香
港
、
台
湾
な
ど
の
華
人
社
会

の
映
画

・
ド

ラ
マ
、
そ
し

て
ハ
リ
ウ

ッ
ド
と

日
本

の
も

の
が
あ
る
。
恋
愛

ド
ラ

マ
は
、
一
九
八
○
年
代

の
後
半
か
ら
香
港
、
台
湾
、
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
も

の
が
放
映

さ
れ

て
き
た
が
、

こ
れ
も
日
米

の
ア
ニ
メ
を
見

て
育

っ
た
世
代
に
は
物

　　
　

足
り
な
く
な
る
。
と

い
う

の
は
、

こ
れ
ら

の
ド
ラ

マ
は
、
往

々
に
し
て
金
持
ち

一
族

の
話
で
、
家
柄

の

格
差
が
モ
チ
ー

フ
で
、
若

い
世
代

の
ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
に
親
世
代

の
葛
藤
が
織
り
込
ま
れ
、
幾
組
か

の

カ

ッ
プ
ル
が
登
場
し
、
主
人
公

の
年
齢
設
定
も
少
し
高

い
。
話

の
展
開
が
複
雑
だ
か
ら
、
延

々
と

四
十

話
以
上
続

い
て
ゆ
く
。
親
が
姿
を
見

せ
な

い

一
人
暮
ら
し
で
、
恋
愛
そ

の
も

の
を

テ
ー

マ
に
し
、
そ

の

過
程

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
喜
び
や
悩
み
を
繊
細
に
描
写
す

る
も

の
は
稀
だ

っ
た
。

そ
こ

へ
、
織
田
裕

二
演
じ
る
田
舎

ッ
子

の
永
尾
完
治
が
、
鈴
木
保
奈
美
演
じ
る
都
会

ッ
子

の
同
僚
赤

名
リ
カ
と
恋

に
落
ち

る

『東
京

ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
』
が
放
映
さ
れ
、
大
当
た
り
し
た

の
で
あ
る
。

突
然
、

こ
う

い
っ
た
種
類

の
日
本
製

ト
レ
ン
デ
ィ

・
ド

ラ
マ
が
出
て
き

て
、
描

い
て
い
る
主
人
公

は
自
分
た
ち

の
年
齢
と
大
体
同
じ

で
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
ま
た
身

の
回
り

で
お
き
る
可
能
性

の
あ
る
ラ

ブ

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
か
ら
、
み
ん
な
興
味
津

々
で
し

ょ
う
。

(上
海

大

二
女
子

経
営
学
専
攻

二
〇

〇
二
年
夏
)
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中
国
の
若
者
に
は
、
東
洋
の
隣
国
の
大
都
会
に
い
る
同
世
代
の
主
人
公
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
恋
愛
物

語
が
新
鮮
に
映

っ
た
。



ハ
リ
ウ

ッ
ド
映
画
は
、

一
九
九
五
年
か
ら
年
に

一
〇
本
輸
入
さ
れ
、
中
国
語
に
吹
き
替
え

て
上
映
さ

れ
る
よ
う

に
な
り
、
香
港
映
画
と
共
に
中
国
の
娯
楽
映
像
の
主
流
と
な

っ
て

い
る
。
し
か
し
、

ハ
リ
ウ

ッ
ド
映
画
と
日
本

の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
を
比
べ
る
と
、
上
海
外
国
語
大
学
英
文
科

の
二
年
生

で
、
学
内

放
送

の
D
J
を
し

て
い
る
陳
偉
君
は
、

「
(た
と
え
ば
両
親
が
映
画
で
)

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系

の
人
を
見

て
い

る
と
、
非
常
に
自
分
と
は
遠

い
な
と

い
う
感

じ
す
る
と
思
う
。

つ
ま
り
動
物
園

で
も
見

て
い
る
よ
う
な

感
じ
。
日
本
人
を
見

て
い
る
と
、
お
互

い
に
似

て
い
る
と

い
う
気
が
し
ま
す
。
み
な

ア
ジ
ア
の
民
族

で

す
か
ら
、
感
情
面
が
理
解
し
や
す

い
し
、
彼
ら

(ド
ラ

マ
の
人
物
)

が
何
を
考
え

て
い
る

の
か
理
解

で

き
る
か
ら
」
と
、
文
化
と
感
性

の
類
似
性
か
ら
日
劇

の
受
け
入
れ
や
す
さ
を
語

っ
て
く
れ
た
。

一11一

 

一
一、

日
劇

の
流
通

パ

タ

ー
ン

日
劇

の
人
気

は
中
国
で
は
ま
ず

テ
レ
ビ
放
送

で
定
着
し
、
次
第

に
海
賊
版

V
C
D
(
ヴ
ィ
デ
オ
C
D
)
、

そ
し

て
構
内
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
カ

フ
ェ
に
接
続
す
る
パ
ソ
コ
ン
で
の
視
聴

へ
と
消
費

の
パ
タ
ー
ン
が
個
人
化
し
て
い
く
。



テ
レ
ビ
放
送

一
九
九

一
年

に
フ
ジ
テ
レ
ビ

で
放
映
さ
れ
た

『東
京

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
』
な
ど

の
日
劇

は
、
越
境
放

送

の
ス
タ
ー
テ
レ
ビ
で
の
放
映

に
よ

っ
て
す

で
に
台
湾

・
香
港

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

で
大
反
響
を
呼

ん
で
い
た
。
そ
の
影
響

で
、
日
劇

の
人
気

は

一
九
九
〇
年
代

の
半
ば

に
、
上
海
と

い
う
国
際
大
都
市

で

爆
発
的

に
ヒ
ッ
ト
し
た
。

一
九
九
五
年
三
月

に
中
国
語
に
吹
き
替
え
ら
れ
た

『東
京

ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
』

が
上
海
東
方
電
視
台

に
よ
り
放
映
さ
れ
た
。

こ
の
ド
ラ
マ
は
そ

の
後
す
ぐ
北
京
と
地
方
都
市

の
テ
レ
ビ

局
か
ら
も
放
映
さ
れ
、
全
国
的
に
好
評
を
博
し
た
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
中
国
各
地

の
テ
レ
ビ
放

送
局
は
、
質

の
高

い
日
本
ド
ラ

マ
を
導
入
し
始
め
た
。

日
劇
は
、
中
国
国
内

の
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
る
場
合
、
ま
ず
テ
レ
ビ
放
送
局
で
中
国
語

に
吹
き
替
え

て
、
直
轄
市

や
省
レ
ベ
ル
の
地
方
テ
レ
ビ
局
、
も
し
く
は
ケ
ー
ブ
ル

・
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
放
映
さ
れ
る
。

中
央
電
視
台
や
衛
星

チ
ャ
ン
ネ

ル
の
ネ

ッ
ト
放
送
網
を
通
じ

て
全
国
的
に
放
映
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
。

し
か
し
な
ん
と

い
っ
て
も
中
国
に
お
け
る
日
劇

の
普
及
は
、
上
海

の
各

テ
レ
ビ
局

に
よ
る
放
送
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き

い
。
例
え
ば
上
海
電
視
台
十
四
チ

ャ
ン
ネ
ル
の

「
白
蘭
氏
劇
場
」
は
、
上
海
各

テ
レ
ビ

局
か
ら
中
国
語
字
幕

つ
き
で
原
語
に
よ
る
外
国

の
映
画
と
ド

ラ
マ
を
放
映
す
る
番
組

で
あ
る
。

一
九
九

七
年

か
ら
、
こ
の

「劇
場
」
は
普
段
勉
学

に
忙
し

い
学
生

の
た
め
に
、
日
本

の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
の
番
組

に
倣

っ
て
、
「
日
曜
劇
場
」
と
銘
打

っ
た
時
間
帯
を
設
け
、
中
国
語
字
幕
付
き

で
日
本
語

の
ド
ラ

マ
を
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そ
の
ま
ま
流
す
番
組
を
作

っ
て
、
毎

回
二
、
三
話

の
日
劇
を
放
映
し
て
き
た
。
青
少
年
を
対
象
に
す
る

上
海
教
育
電
視
台
も
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
毎
夕

六
時
か
ら
七
時
ま

で
の

一
時
間
を

「青
春
劇
場
」
と
し
、

主
に
日
本

の
ド
ラ

マ
を
放
映
し

て
き
た
。
上
海
東
方
電
視
台
は
、
平
日
の
連
夜
、

い
わ
ゆ
る
帶
番
組
で

日
劇
を
放
映
し
て
い
た
。

一
九
九
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
、
上
海

で
放
映
さ
れ
た
日
劇

は
、
『
一
〇

一
回
目
の
プ

ロ
ポ
ー
ズ
』

『
一
つ
屋
根

の
下
』
、
『理
想

の
結
婚
』

『ud
①
窪
菖
包

ロ
hΦ
』
な
ど
、

五
十
作
品
を
超
え
て

い
た
。

し
か
し
放
送

・
映
画

・
テ
レ
ビ
を
管
轄
す
る
国
家
広
播
電
影
電
視
総
局
は
、
地
方
テ
レ
ビ
局

や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
よ
る
外
国
ド
ラ

マ
の
放
映
数

が
あ
ま
り
に
多

い
こ
と
は
、
国
産

テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
の
放

映
や
制
作
事
業

の
発
展
に
と
り
不
利
に
な

る
と
判
断
し
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
規
制
強
化
に
乗
り
出
し
た
。

二
〇
〇
〇
年

一
月

四
日
付
け

の
通
知
に
よ
る
と
、
「
国
産
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
繁
栄
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、

午
後
六
時

か
ら

一
〇
時
ま
で
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

・
ア
ワ
ー
に
は
、
海
外

の
ド

ラ
マ
の
割
合
を

一
五
パ
ー
セ

ン
ト
以
内
と
す
る
。
午
後
七
時
か
ら
九
時
半
ま

で
の
間
で
は
輸
入
番
組
を
放
映
し
て
は
な
ら
な

い
」
と

定

め
て
い
る

(国
家
広
播
電
影
電
視
総
局

二
〇
〇
〇
年
)
。

こ
の
規
制

の
影
響

で
、

二
〇
〇
〇
年
か

ら
ゴ
ー
ル
デ
ン

・
ア
ワ
ー
に
は
、
日
劇
を
真
似
た
上
海

や
北
京
を
舞
台
と
す

る
国
産

ア
イ
ド
ル
ド
ラ
マ

が
大
量
に
放
映
さ
れ
、
そ

の
お
か
げ
で
日
劇

の
放
映

は
数
が
減

っ
た
。
さ
ら

に
二
〇
〇

一
年
頃
に
は
韓

国
ド

ラ
マ
を
は
じ
め
と
す
る
韓
流
ブ
ー
ム
が
北
京
か
ら
起
き
始
め
、
韓
国
ド

ラ
マ
が
日
劇

に
取

っ
て
代
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わ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ

の
た
め
に
今
や

テ
レ
ビ
放
映
に
よ
る
日
劇

の
本
数
が
激
減
し
た
。

日
劇
は
、
香
港

ベ
ー
ス
の
衛
星
テ
レ
ビ
局

で
あ
る
ス
タ
ー
テ
レ
ビ

の
中
国
語
チ

ャ
ン
ネ
ル

.
鳳
凰
衛

視
中
文
台

に
よ

っ
て
も
放
送
さ
れ
て

い
る
。
鳳
凰
台

の
日
劇
も
中
国
語

へ
の
吹
き
替
え
で
あ
る
が
、
字

幕
に
は
香
港
や
台
湾

で
用

い
ら
れ
て

い
る

「繁
体
字
」
が
当

て
ら
れ
て
い
る
。
鳳
凰
台

の
訳
は
、
国
内

の
訳
よ
り
笑

い
の
セ

ン
ス
が

い
い
と
学
生
た
ち
は
高
く
評
価
す
る
が
、
受
信

に
は
衛
星

テ
レ
ビ

の
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
か
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
が
必
要
な

の
で
、
す

べ
て
の
家
庭
で
受
信

で
き
る
わ
け

で
は
な

い
。

外
国
語
大
学
以
外
、
普
通

の
大
学

の
寮

で
は
鳳
凰
台

の
番
組
は
映
ら
な

い
こ
と
が
多

い
。
ま
た
広
東
省

に
限
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
香
港

の
地
上
波

テ
レ
ビ
局

T
V
B
と
A
T
V

の
番
組

が
受
信

で
き
る
か

ら
、
香
港

の
広
東
語

に
吹
き
替
え
ら
れ
た
日
劇

が
流
れ
て
い
る
。
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海
賊
版

V
C
D

中
国
の
大
学
生
は
学
期
中
、
ほ
と

ん
ど
テ
レ
ビ
を
見
な

い
の
は
勉
強
が
忙
し

い
か
ら
で
あ
る
。
自
宅

通
学
は
き
わ
め
て
稀

で
、
在
学
中
は
大
学
内

で
四
人
か
ら
六
人
が

一
部
屋
の
寮
生
活
を
し
て
い
る
。
ほ

と

ん
ど

の
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
が
な

い
。
千
人
の
学
生
が
暮
ら
す
寮

に
、
管
理
係
事
務
室

の
テ
レ
ビ
が

一

台
だ
け
と

い
う

こ
と
も
珍
し
く
な

い
。
息
抜
き
は
、
週
末

の
映
画
鑑
賞
あ
る

い
は

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で

の
映
像
視
聴
と

い
う
こ
と
が
多

い
。



そ
こ

へ
現
れ
て
き
た

の
が
、
海
賊
版

V
C
D
で
あ
る
。
V
C
D
は
中
国
や
香
港

で
は
主
流
で
、
画
質

は
そ
れ
ほ
ど
よ
く
な

い
が
、
値
段
が
や
す

い
上
、
V
C
D
デ

ッ
キ
や
パ

ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
手
軽

に
再
生

で
き
、
時
間
的
制
約
も
な

い
か
ら
、
普
段
勉
強
で
忙
し

い
高
校
生

や
大
学
生
、
若

い
会
社
員
に
は
歓
迎

さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
リ

ソ
ー
ス
で
あ
る
。
最
新

の
日
劇
を

テ
レ
ビ
で
見
逃
し
た
人
は
た

い
て
い
海
賊
版
V

C
D
で
そ
れ
を
見
る
。
中
国
で
は

一
九
九
七
、
八
年
頃
か
ら
、
日
劇

V
C
D
が
流
通
し
始
め
、

一
九
九

九
年
か
ら

二
〇
〇

一
年

に
か
け
て
ブ
ー
ム
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
現
在
は
D
V
D
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ

て

い
る
。

二
〇
〇

一
年

の
日
劇
ブ
ー
ム
最
盛
期

に
は
、
日
本

で
ヒ
ッ
ト
作

の
放
送
が
終
了
す
る
と
す
ぐ
こ
れ
に

繁
体
字

の
字
幕
が

つ
い
て
、
数
週
間

の
う
ち
に
大
都
市

の
ビ

デ
オ
店

や
露
天
商
に
V
C
D
数
枚

の
入

っ

た
ボ

ッ
ク
ス
セ

ッ
ト

で
現
わ
れ
た
。
全
編

の
値
段
は
、
た

い
て
い
五
〇
～
七
五
元

(お
よ
そ
七
三
〇
～

千
円
)
で
あ
る
。

二
〇
〇

一
、
二
年

の
時
点
で
、
上
海
最
大

の
レ
ン
タ
ル

・
ビ
デ
オ
チ

ェ
ー
ン
店

.
美

亜
音
像
租
賃
連
鎖
店
に
は
、
日
劇

の
五
十
タ
イ
ト

ル
が
整
然
と
並
ん
で
い
た
。
海
賊
版
V
C
D
は
、
大

都
市
だ
け
で
は
な
く
地
方
都
市

の
ビ

デ
オ
店
に
も
現
れ
た
。
蘇
州

の
町
中

の
ビ

デ
オ
店
に
は
、
三
〇
タ

イ
ト
ル
以
上

の
日
劇
が
、
流
行
り
だ
し
た

「韓
劇
」
と
共
に
店
内

の

一
番
人
目

の
付
く
場
所

に
置
か
れ

て
い
た
。
旧
日
本
帝
国
陸
軍
の
駐
在
地
で
あ

っ
た
南
京
理
工
大
学
内

の
レ
ン
タ
ル

・
ビ

デ
オ
店
に
も
、

日
劇

が
ほ
ぼ
四
〇
タ
イ
ト
ル
置
か
れ
、
一
話
が

一
日

一
元

(お
よ
そ

一
四
円
)

で
貸
し
出

さ
れ
て

い
た
。

一15一



こ
う

い
う

V
C
D
は
国
営

の
新
華
書
店

や
ス
ー
パ
ー
で
は

『日
本
経
典

[名
作
]
テ
レ
ビ
連
続
ド
ラ

マ

シ
リ
ー
ズ
』
と

い
う
企
画
化
さ
れ
た
ボ

ッ
ク
ス
セ

ッ
ト

で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
日
本

に
は
V
C
D
と

い

う
映
像
商
品
が
な

い
こ
と
も
知
ら
な

い
か
ら
、
中
国
人
は
ほ
と
ん
ど
自
分

の
買

っ
た
、
あ
る
い
は
レ
ン

タ
ル
し
た

V
C
D
が
海
賊
版

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず

に
、
正
版
と
し
て
消
費
し
て

い
る
。

大
学
生
は
V
C
D
を
主
に
レ
ン
タ
ル
す
る
。
普
段
勉
強
に
追
わ
れ
て
い
る
の
で
、
週
末

や
休
暇
中
に

V
C
D
を
全
編
借
り

て
、
数

日
の
う
ち
に
十
数
時
間

の
ド
ラ

マ
を
最
終
回
ま

で
見
終
わ
る
。
私
が
属
す

る
北
京
日
本
学
研
究

セ
ン
タ
ー
の
学
生

の
ク
ラ
ス
に
、
次

の
よ
う
な
逸
話
が
あ

っ
た
。
朝

一
〇
時

に
始

ま

っ
た

「
日
本
社
会
文
化
論
」

の
授
業
中
、
日
本
人

の
先
生
が

『東
京

ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
』
を
持

っ
て

き

て
学
生
に
見
せ
た
と

こ
ろ
、
あ
ま
り
に
も
面
白

か

っ
た
の
で
、

一
二
時

に
授
業
が
終
わ

っ
て
も
、
誰

も
食
事

に
行

か
ず
、
夜

の
九
時
ま
で
ず

っ
と
ド

ラ
マ
を
鑑
賞
し
て

い
た
。

つ
ま
り
、
日
劇

の

マ
ラ
ソ
ン

観
賞
は
す

っ
か
り
定
着
し
て

い
た

の
で
あ
る
。

V
C
D
の
観
賞
は
、
自
宅

で
は
V
C
D
再
生
機

で
、
大
学

で
あ

れ
ば
、
主
に

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ

る
こ
と

に
な
る
。
特

に
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
発
達
に
よ

っ
て
、
ワ
ン
ク
ー
ル

=

、
二
話

の
ド
ラ

マ
を

一
、

二
枚

の
M
P
E
格
式

(図
3
)
に
圧
縮
し
た

ソ
フ
ト
も
出

て
き
た
。

こ
の
ソ
フ
ト
は

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

で
し
か
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
。

一
〇
元

(約

一
四
円
)

で

一
枚
を
買
え
ば

一
つ
の
ド
ラ

マ
が
見
ら
れ

る
か
ら
、
学
生
に
と

っ
て
は

一
番
買

い
得

の
よ
う

で
あ
る
。
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図4フ ァ ッシ ョン店 の店 頭 に

「DVD正版すでに入荷、はや

く購入ください」と書かれた

裏通りのビデオ屋の看板

日劇VCD

図6DVDの 日本映像図5DVDの ハ リウッド映画

中
国

の
経
済
発
展

の
ス

ピ

ー
ド
が
す
こ
ぶ
る
速

い

こ
と
と
同
じ
く
、
中
国

の

店
舗

の
営
業
回
転
率
も
は

や

い
。
二
〇
〇
二
年

に
上

海
で
調
査

し
た
と
き

に
立

ち
寄

っ
た
繁
華
街
淮
海
路

と
同
済
大
学
近
く
の
美
亜

音
像
租
賃
連
鎖
店

は
、
今

年

(
二
〇
〇
五
年
)

の
初

頭
に
な
る
と
、
す
で
に
跡

形

も

見

つ
か

ら

な

か

っ

た
。
政
府
が
主
導
す

る
海

賊
版

ソ
フ
ト
取
締

運
動

の

た
め
、
海
賊
版

の
映
像
は
、
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表
通
り

の
音
像
書
店

の
店
頭
に
は
置
か
れ
な
く
な

っ
た
が
、
都
市
中
心
部

の
古

い
住
宅
地

の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
店

や
靴
屋

の
裏
手

に
は
小
さ

い
ビ

デ
オ
店

が
経
営
さ
れ

(図

4
)
、
そ
こ
に
は
、
図

5
と

6
に
示

し
た
よ
う
な

ハ
リ
ウ

ッ
ド
映
画
や
日
本

の
映
画
、
ド

ラ
マ
、

ア
ニ
メ
の
D
V
D
海
賊
版
映
像

が
販
売
さ

れ
て

い
る
。

ブ

ロ
ー
ド
バ

ン
ド
を
通
じ
て
の
視
聴

二
〇
〇
二
年
頃
か
ら
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
普
及
し
始
め
た
お
か
げ

で
、
復
旦
大
学
、
清
華
大
学
な

ど

の
大
学
内
は
ネ

ッ
ト
化
さ
れ
た
。
構
内
が
ネ

ッ
ト
化
さ
れ
る
と
、
学
生

の
娯
楽
生
活

の
ソ
ー
ス
も
多

く
な
る
。
復
旦
大
学

「構
内
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、
こ
れ
に
繋
が

っ
て
い
る
す
べ
て
の
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
は
、
お
互

い
に
ソ
フ
ト
資
源
が
シ

ェ
ア
で
き
る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

一
～
二
台

の
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
に
日
劇
を
保
存
し

て
お
け
ば
、
特
定

の
ド
ラ

マ
を
見
た

い
学
生
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
て
、

そ

の
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

れ
ば

い
つ
で
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
構
内
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
が
出
来
て
以

来
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
を
通
じ
て
最
新

の
娯
楽

ソ
フ
ト
を
手

に
入
れ
、
ネ

ッ
ト
上
で
リ

ソ
ー
ス
を
提

供
す

る
熱
心
な

「専
門
家
」
ま
で
現
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
専
門
家

の
お
か
げ
で
、
二
〇
年
前

に
中
国

で

ヒ

ッ
ト
し
た

『赤

い
疑
惑
』
な
ど
の
ド
ラ

マ
も
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス
内

で
流
通
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。

ア

ニ
メ
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
に
趣
味
を
持

つ
学
生
は
、
ま
た
ネ

ッ
ト
上

で
T
V
版

の
サ
ブ

・
ウ

ェ
ー
ブ
サ
イ
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ト
を
作

っ
て
、
特
定

の
作
品
に

つ
い
て
の
感
想
文
を
載
せ
た
り
、
人
気

ソ
フ
ト
を
推
薦
し
た
り
し
て
、

情
報
を
交
換
し
て

い
る
。

ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド

の
普
及
に
よ

っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

・
カ

フ
ェ
で
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
日
劇
を
見

る
学
生
も
増
え
た
。
た
と
え
ば
、
蘇
州

で
は

一
時
間

二
元

(お
よ
そ

二
八
円
)
で

ハ
リ
ウ

ッ
ド
映
画
や

日
劇
が
楽
し
め
る
。
上
海
と
北
京
で
も
大
体
同
じ
値
段
で
あ
り
、
随
分
安

い
。
こ
の
よ
う

に
日
劇

の
海

賊
版

ソ
フ
ト
は
、

テ
レ
ビ

の
放
送
を
待
た
ず

に
早
く
、
安
く
、
手
軽
、
し
か
も
内
容
が
新
鮮
と

い
う
要

素
が
揃

っ
て
い
る
の
で
、
共
同
研
究
者

の
中
野
嘉
子
博
士
は

「
デ
ジ
タ
ル

・
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
」
と
格

　
　
　

好
よ
く
命
名
し
た
。
こ
う

し
て
日
劇

の
人
気
は
、
主
に
デ
ジ
タ
ル
世
代

の
若

い
エ
リ
ー
ト
予
備
軍
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ

て
い
た
。

日
劇

の
ヒ

ッ
ト
に
触
発
さ
れ
て
、

二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
日
本

の
ト
レ
ン
デ
ィ

・
ド
ラ

マ
を
真
似
た
韓

国
と
台
湾
製

の
青
春
偶
像
劇
が
台
頭
し
て
き
た
。
例
え
ば

二
〇
〇

一
年

に
は
日
本

の
マ
ン
ガ
を
も
と
に

製
作
さ
れ
た
台
湾

の
ド

ラ
マ

『
流
星
花
園
』
は
、
毎

日
勉
強
し
な

い
で
恋
愛

の
こ
と
ば
か
り
考
え

て
い

る
貴
族
的
学
生

の
学
園
生
活
を
描

い
て
い
る
た
め
、
親
た
ち

の
要
請

に
よ
り
、

テ
レ
ビ

で
の
放
送
が
禁

止
さ
れ
た
が
、
若
者
は
V
C
D
を
通
じ
て
見
て

い
た
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う

に
、
二
〇
〇

一
年

の
半
ば

か
ら
、
中
国

で
は
ス
タ
ー
テ
レ
ビ

に
よ
る
韓
国
製
ド
ラ

マ
の
大
量
放
送

に
先
導
さ
れ
、
韓
劇
を
放
送
す

る
ブ
ー
ム
が
引
き
起
こ
さ
れ

て
、
日
劇

の
ヒ
ッ
ト
は
次
第
に

「
韓
流
」

に
乗
り
変
わ

っ
て
行

っ
た
。
し
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か
し
、
学
生
た
ち

は
、
韓

国
の
恋
愛
ド
ラ

マ
は
生
と
死
を
主
題
に
す

る
も

の
が
多
く
、

〈
リ
ア
ル
で
は

な

い
〉

〈
ス
ト
ー
リ
ー
の
進
展
が
緩
や
か
過
ぎ

て
付

い
て
い
け
な

い
〉

〈家
族
関
係
が
中
国
に
類
似
し
て

い
る
か
ら
新
鮮
味

が
な

い
〉
〈自
分
た
ち
は
や
は
り

日
劇
が
好
き
だ
〉
と
口
を
揃
え

て
言

っ
て
い
た
。

日
本

で
の

『冬

の
ソ
ナ
タ
』

の
よ
う
な
熱
狂
ぶ
り
は
、
中
国
で
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な

い
と
思
わ
れ
る
。

中
国

の
ド

ラ
マ
制
作
者
も
、

一
九
九
九
年
頃
か
ら
国
産

の
ア
イ
ド

ル

・
ド

ラ
マ
を

つ
く
り
始
め
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ド
ラ

マ
は
、
大
学
生

の
問
で
は
あ
ま
り
評
判
が
芳
ば
し
く
な

い
。
た
と
え
ば
図
7

の
国
産
ド
ラ

マ

『将
愛
情
進
行
到
底
』
と
図

9
の

『新
聞
小
姐
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ

『
あ
す
な
ろ
白
書
』

(図

8
)
や

『
ニ
ュ
ー
ス
女
』
と

い
っ
た
日
劇

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
そ

の
ま
ま
下
敷
き
に
し
た
も

の
で
あ

る
。

し
か
も

ロ
ケ
地
は
普
通

の
若
者
が
行
け
そ
う
も
な

い
高
級
な
場
所
ば
か
り

で
、
三
〇
、
四
〇
代

の
中
年

男
女

が
二
〇
代

の
若
者

の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
を
演
じ
る
も

の
だ
か
ら

(
『新
聞
小
姐
』

は
ま
さ
に
そ
う

で
あ

る
)
、
「
日
劇
ク

ロ
ー

ン
」
と
あ
だ
名
を
付
け
ら
れ
た
り
、
デ
タ
ラ
メ
物
語
と
悪
評
さ
れ
た
り
し
て

い
た
。
時
間
の
関
係

で
あ
ら
す
じ
の
詳
細
な
紹
介
は
省
略
す
る
が
、
国
産

ク
ロ
ー
ン
劇

『将
愛
情
進
行

到
底
』
と
日
劇

『あ
す
な
ろ
白
書
』

に
共
通
す
る
筋
書
き
を
見

て
み
よ
う
。
女
性
主
人
公
が
、
男
性
主

人
公
と
の
最
後

の
仲
直
り

の
チ

ャ
ン
ス
と
し
て
、
「
何
時
ま
で
、
ど

こ
そ
こ
で
待

っ
て
い
る
」
と

い
う

言
葉
を
友
人
を
通
し
て
そ

の
男
性

に
伝
え

て
貰

っ
た

の
だ
が
、
結
局
は
事
情
が
あ

っ
て
彼
は
約
束

の
時

間
に
来
ら
れ
な
か

っ
た
た
め
、
女
性
は

い
つ
も
自
分

の
そ
ば
で
見
守

っ
て
く
れ
て

い
る
別

の
男
性

に
想
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図9『 新聞小姐』図8『 あすなろ白書』図7『 将愛情進行到底』

い
を
傾
け

て
い
く
、
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
ま

た
、

『将

愛
情
進
行
到
底
』

の
ス
ト
ー
リ
ー
は
中
国
の
社
会
事
情
、

価
値
観
な
ど
に
そ

っ
て
、
あ
る
程
度
修
正
さ
れ
て

い
る
。

た
と
え
ば
、

ラ
ブ
シ
ー

ン
や
同
性
愛

の
こ
と
は
、
国
産

ク

ロ
ー
ン
の
中

で
は
姿
を
見
か
け
な

い
。
と
は
言
え
、
中
国

西
北
部

の
小
さ

い
町
か
ら
上
海

の
名
門
大
学
に
入
学
し
た

貧
乏
大
学
生

の
設
定

で
あ

る
男
性
主
人
公
は
、
こ
ん
な
お

洒
落
な
格
好
を
し
て
い
る
は
ず

が
な

い
と
思
わ
れ
る
。

台
湾

・
韓
国

の
偶
像
劇

に
し
ろ
、
国
産

の
日
劇

ク
ロ
ー

ン
に
し
ろ
、
日
劇

は
ト
レ
ン
デ
ィ

・
ド
ラ

マ
の
教
祖
で
あ

る
地
位
は
揺
る
が
な

い
も

の
で
あ

る
よ
う
だ
。

三
、
プ
チ
ブ

ル
気
分
と
日
劇

次

に
中
国

で
台
頭
し
て
き
た

「
プ
チ
ブ
ル
」
気
分
と
日

劇

の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
大
学
生

の
間

で
日
劇
が
ヒ

ッ
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ト
し
た

の
は
、

一
九
九
四
年
以
降
、
市
場
経
済
導
入
と
教
育
制
度

の
改
革
に
よ
る
キ

ャ
ン
パ
ス

・
ラ
イ

フ
と
大
学
生

の
将
来
像

の
変
化
と
が
関
連
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
就
職
制
度

の
変
化
に
よ

っ
て
、
進

路
の
幅
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
が
広
が
り
、
大
学
生
は
自
分

の
将
来
を
夢
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う

に
な

っ
た

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
生
活

の
変
化
に
見
合

っ
た
国
産

の
ソ
フ
ト
が

「
空
白
」

で
あ
る
た
め
、

海
外

の
ソ
フ
ト

で
以

て
そ
の
空
白
を
埋
め
た

の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
そ
の
ソ
フ
ト
が

「
プ
チ
ブ

ル
」
気

分
の
あ
ふ
れ
る
日
劇

で
あ

っ
た
。

プ
チ
ブ

ル

(小
資
)
の
意
味

で
は
中
国

に
お
け

る

「
プ
チ
ブ
ル
」
、
中
国
語
で

い
う

「
小
資
」

の
言
葉

の
意
味
は
何
だ

ろ
う
。

ご
存
じ

の
よ
う

に
、
社
会
主
義
国
家
中
国
で
は
、
階
級
意
識

や
階
級
な
ど
を
論
じ
る
こ
と
が
長

い
間

タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
。
毛
沢
東
時
代
に
は
、
階
級
は
政
治
的
理
念

に
基
づ

い
て
労
働
者
階
級
、
農
民

階
級
、
知
識
人
階
級

の
三

つ
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ブ
ル
ジ

ョ
ア
階
級
は
無
産
階
級
を
搾
取
す

る
人
民

の
敵

で
あ
り
打
倒
す

べ
き
も

の
と
さ
れ
て

い
た
。

「
小
資
」
は
元
々
小
資
産
階
級

(
プ
チ

・
ブ
ル
ジ

ョ
ア
)

の
省
略
的
な
言

い
方

で
、
毛
沢
東

の
時
代

に
は
、
知
識
人
と
ほ
ぼ
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
。
毛
沢
東

に
し
て
み
れ
ば
、
ブ
チ
ブ
ル
階
級

に

は
両
義
性
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
中

の
青
年
学
生
は
知
識
人

で
、
政
治
感
覚
が
鋭

い
か
ら
革
命
指
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向
性

は
あ
る
。
し
か
し
同
時

に
、
小
資
産
階
級

の
魂

の
奥

に
は
自
由
主
義
と
個
人
主
義

の
傾
向
が
強
く

　　
　

あ
る
か
ら
、
革
命

の
対
象

で
も
あ
る
。
ゆ
え
に
、

一
九
四
〇
年
代

の
延
安

で
は
、
プ
チ
ブ

ル
気
分
は
共

産
党
知
識
人
の
自

己
批
判

の
対
象
だ

っ
た
。
五
〇
年
代
後
期
、
小
資
産
階
級
は
反
共
産
党
反
社
会
主
義

の
右
派
と
し
て
処
罰
さ
れ
、
文
化
大
革
命

の
問
は
、
都
市
部

の
知
識
青
年
は
農
村
に
追
放
さ
れ
、
肉
体

労
働
を
通
じ
て

「
再
教
育
」
を
受
け
た
。

つ
ま
り

「
小
資
産
階
級
」
は

「
資
産
階
級
」
と
同
じ
よ
う

に

政
治
的

レ

ッ
テ
ル
で
あ
り
、
革
命
群
衆
や
社
会
主
義
と
対
立
す
る
と

い
う
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
そ
し

て

「
小
資
情
調

(プ
チ
ブ

ル
気
分
)
」

は
、
取
り
除
き
が
た

い
精
神
と
し
て
、
無
産
階
級

の
政
治
理
念

　
　
　

上
に
お

い
て
は

一
種

の
脅
威
と
な

っ
て

い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な

コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
か
ら
、

一
九
九
〇
年
代

の
初
期

に
な

っ
て
も
、
「
小
資
」
と

い
う
と
ま
だ

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
あ

っ
た
。

し
か
し
、
改
革
開
放
以
来

二
〇
年
、
中
国
は
著
し

い
経
済
成
長
を
遂
げ
、
階
層
構
造

に
も
大
き
な
変

化
が
生
じ

て
き
た
。
と
く
に

一
九
九
二
年
に
市
場
経
済
に
移
行
し
て
以
降
、
中
間
階
層

(
ミ
ド
ル
ク
ラ

ス
)
が
形
成
さ
れ
、
「
小
資
産
階
級
」
も
生
ま
れ

て
き
た
。
そ

の
メ
ン
バ
ー
は
大
学
卒

の
学
歴
を
持

つ

イ

ン
テ
リ
、
各
種

の
企
業
に
勤
め

て
い
る
若

い
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
、
都
市

の
独
身
貴
族
、

フ
リ
ー
ラ
ン

サ
ー
、
自
由
度

の
高

い
新
聞
記
者
、
編
集
者
、
芸
術
家
な
ど

で
あ
る
。

[
小
資
産
階
級
」

に
な
れ
る
条

件
は
、
多
少
と
も
時
間
や
お
金
が
あ

っ
て
、
個
性
的
な
文
化
趣
味

が
あ
る
と

い
う

こ
と
だ
。

　ロ
　

中
産
階
級
と
は
、
中
国
社
会
科
学
院

の

『当
代
中
国
社
会
階
層
研
究
報
告
』

(
二
〇
〇
二
年
)

の
定
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義

に
よ
る
と
、
「
頭
脳
労
働
を
主
と
し
、
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
で
生
活
し
て

い
る
。
高

い
収
入
、
い
い
職
業
、

高

い
消
費
水
準
を
有
し
、
生
活

の
質

に
は
ゆ
と
り
が
あ
る
。

一
家

の
年
収
は
、
五
万
元
か
ら
七
万
元

(約

七

一
万
六
千
円
か
ら

一
〇
〇
万

二
千
円
)
で
、

ラ
イ

フ
ス
タ
イ

ル
に

つ
い
て
は
、

マ
ン
シ

ョ
ン
と
自
家

用
車
を
所
有
し
、
定
期
的
に
旅
行
に
出
か
け
る
」
と

い
う
。
普
通

の
中
国
人

に
と

っ
て
、
「中
産
階
級
」

と

い
う
呼
び
方
よ
り

「
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」

の
ほ
う
が
馴
染

み
深

い
。

こ
う
し
た
階
層
構
造

の
変
化

に
便
乗
し
て
、

一
九
九
八
年
か
ら
社
会
階
層
や
各
層

の
生
活
様
式
、
品

位
に
関
す

る
大
衆
向
け

の
本
が
続

々
と
発
行

さ
れ
始
め
た

(図

10
)
。
た
と
え
ば
、
ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ
大

　お
　

学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
陳
少
瑛

は

『階
層
』
と

い
う
著
作

の
中

で
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
社
会
階
層

と
生
活
様
式

の
分
析
を
も
と

に
、
九
〇
年
代
中
国

の
階
層
意
識
と
各
階
層

の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
描

い
て

い
る
。

『新
週
刊
』

で
は
、

マ
イ
カ
ー
を
所
有

し
、
犬

の
散
歩
を
す
る
家
政
婦

つ
き

の
都
市
部

「
中
間

階
層
」

の
主
婦
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
に
家
族
を
の
せ

て
出
か
け
る
四
川
省

の
あ

る
小
さ
い
町

の

「
中
間

階
層
」
家
庭

の
イ
メ
ー
ジ
を
紹
介
し

て
い
る

(図

11
)
。

さ
ら
に
二
〇
〇

一
年
七
月

一
日
、
江
沢
民
は
社
会
階
層

や
、
社
会
移
動
の
実
践
に

つ
い
て
発
表
し
た
。

彼

は
私
営
企
業
主

(資
本
家
)

の
大
部
分
も
社
会
主
義

の
建
設
者
で
、
そ

の
中

の
先
進
分
子
は
共
産
党

に
加
入
し
て
も
か
ま
わ
な

い
と
指
摘
し
た
。
こ
の

「七

一
講
話
」
を
き

っ
か
け
に
、
資
本
家
を
異
端
視
、

階
層
意
識
を
タ
ブ
ー
視
す
る
時
代
は
終
焉
を
迎
え
た
。
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図11中 国の「中間階層」(『新週刊』)図10階 層や階層意識にまつわる書籍

同
じ
時
期
、
も
う

一
つ
注
目
さ
れ
る
光
景
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
大

都
会
上
海

で
流
行
り
出
し
た

一
九

二
〇
、
三
〇
年
代

の
旧
上
海

へ
の

懐
旧
ブ
ー
ム
で
あ

る
。
こ
の
懐
古
趣
味
を
代
表
す
る

い
く

つ
か
の
現

象
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
一
九
四
〇
年
代

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
、

清
末

の
名
官
僚

・
李
鴻
章

の
曾
孫

に
当
た

る
張
愛
玲

の
小
説
ブ
ー
ム

が
あ
る
。
張
は
上
海
や
香
港
を
舞
台
に

『傾
城

の
恋
』
な
ど

の
人
気

恋
愛
小
説
を
多
数
書

い
た
が
、
中
国
で
言
う
漢
奸
文
人

(民
国
時
代

汪
精
衛
政
権

の
親
日
派
)
と
結
婚
し
た
こ
と
や
、
香
港

に
移
住
し

て

か
ら
反
共
産
党

の
作
品
を
書

い
た
た
め
、

一
九
九
〇
年
代
初
期
ま
で

彼
女

の
作
品
は
大
陸
で
出
版
を
禁
止

さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
海
外
で

は
張
愛
玲

の
文
学
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、
香
港
映
画
に
対
す
る
彼

女

の
影
響
も
強

い
た
め
、

一
九
九
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
中
国
大
陸
で

も
彼
女

の
文
学
作
品
を
現
代
女
性
文
学
集
に
収
め
る
と

い
う
見
直

し

傾
向

が
現
れ
始
め
た
。
張

の
小
説
に
現
わ
れ
る
旧
上
海

の
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
雰
囲
気
、

モ
ダ
ン
女
性

の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ナ
ブ
ル
な
生
活
、
洒

落
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
出
版
さ
れ
た

ハ
ー
バ
ー
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ド
大
学
教
授
李
欧
梵

の
中
国
語
版
著
作

『
上
海
摩
登
』

の
評
判
で
、
再
び
注
目
さ
れ
た
。
改
め
て
張
愛

玲
は
戦
前

の
プ
チ
ブ
ル
の
代
表
と
見
な
さ
れ
、
彼
女

の
小
説

に
登
場
し
た
広
告
や
チ

ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を

研
究
す
る
人
さ
え
出
て
き
た
。
李
欧
梵

の
研
究
す
る
上
海
は
、
租
界
時
代

の
上
海
、

一
九

二
〇
～
四
〇

年
代

の
西
洋
化
し
た
オ
ー

ル
ド
上
海

で
、
そ
こ
に
は
、
映
画
館
、
建
築
物
、

デ
パ
ー
ト
、
広
告

の
中

の

モ
ダ

ン
ガ
ー
ル
、
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
、
カ
フ

ェ
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
モ
ダ

ニ
テ
ィ
が
あ

っ
て
、
「
新
感
覚
」

派

の
作
家
た
ち
や
張
愛
玲

の

「
プ
チ
ブ
ル
」

ム
ー
ド
が
あ
る
。
ま
た

二
〇
〇
二
年

に
、

一
九
三
〇
年
代

　ぬ
　

に
旧
上
海

の
大
型
総
グ
ラ
ビ

ア
雑
誌

『良
友
画
報
』

(図
12
)

の
編
集
を
担
当
し
た
馬
国
亮

が
、

『良
友

懐
旧
』
と

い
う
本
を
出
版
し
、
古
写
真
を
以
て
旧
上
海

の
繁
栄
と
華

や
か
な
都
市
消
費
文
化
を
再
現
し

た
。
上
海
育
ち
の
現
代
中
国
女
性
作
家

・
王
安
憶
や
陳
丹
燕
も
、
旧
上
海

の
資
本
家

や
中
産
階
級

の
生

図12『 良友画報』の表紙

活
を
懐
か
し
く
思

い
起

こ
す
小
説
や

エ
ッ
セ
イ
を
著
し

て
い
る
。
文
壇

の
上
海

懐
旧
ブ
ー
ム
に
煽
ら
れ
て
、
上
海
の
テ
レ
ビ
局
は

「
プ
チ
ブ

ル
」
作
家
張
愛
玲
、

　
お
　

鴛
鴦
胡
蝶
派
作
家

・
張
恨
水
、
現
代
女
性
作
家

・
王
安
憶
な
ど

の
原
著
に
基
づ

い
て
、
旧
上
海

の
資
本
家
大
家
族
を
め
ぐ
る
家
族
関
係
、
恋
愛
、
商
業
競
争
な

ど

の
海
派
ド

ラ
マ
を
多
く
制
作

し
放
映
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う

に
メ
デ
ィ
ア
の

生
産

に
よ
り
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
始
ま

っ
た
旧
上
海

の
懐
旧
ブ
ー
ム
は
、

二

一
世
紀

の
初
期
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
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二
〇
〇

一
年

の
夏
、
私
が
中
野
さ
ん
の
リ
サ
ー
チ

・
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し

て
上
海
を
訪
れ
た
と
き
、

コ
ー

ヒ
ー
を
飲
む
た
め
に
繁
華
街
淮
海
路

の
喫
茶
店

に
何
軒
か
入

っ
た
こ
と
が
あ

る
。

い
ず
れ

の
店
も

一
九
二
〇
、
三
〇
年
代

の
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
よ
う
に
内
装
し
て
お
り
、
壁
に
は
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ナ
ブ
ル

な

「
モ
ダ

ン
ガ
ー

ル
」

の
ポ
ス
タ
ー
広
告
絵
や
旧
上
海
町
並
み
の
写
真
が
貼
ら
れ
、
当
時
流
行
し
て

い

た
蓄
音
機
、
電
話
機
な
ど
が
置
か
れ

て
い
た
。
た
と
え
ば
、
図

13
は
英
米
煙
草
公
司
の
哈
徳
門
と

い
う

ブ
ラ
ン
ド

の
紙
巻
煙
草

の
月
扮
牌

[絵
入
り
広
告
付
き
暦
]

の
ポ

ス
タ
ー
で
、
高
級
そ
う
な
イ

ア
リ
ン

グ
、
指
輪
と
腕
輪
を
し
て

い
る
端
麗
な
若
奥
様
が
精
緻

に
細
工
さ
れ
た
煙
草
入
れ
を
も

っ
て
、
誰

か
に

煙
草
を
勧

め
よ
う
と
す
る
ポ
ー
ズ
を
取

っ
て
い
る
。
彼
女
が
着

て
い
る
半
袖

の
襟
、
袖
、
ふ
ち

の
模
様

は
、
当
時

シ
ャ
ネ

ル
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
で
使
わ
れ
た

ア
ー
ル
デ
コ
の
デ
ザ
イ

ン
の
よ
う
だ
。
彼
女
は
明

ら
か
に
裕
福
な
上
流
階
級

の
出
身
で
あ

ろ
う
。
図
14
の
チ

ャ
イ
ナ
ド

レ
ス
の
パ
ー

マ
美
人
は
、
日
本

の

化
粧
品

メ
ー
カ
ー
中
山
太
陽
堂

の
双
美
人
白
粉
、
ク
リ
ー
ム
、
石
鹸
、
歯
磨
き
な
ど

の
商
品
を
宣
伝

し

て
い
る
。
国
産
化
粧
品

・
美
容
商
品
を
生
産
す
る
大
中
華
化
学
工
業
社
が
作

っ
た
月
汾
牌
広
告
絵

の
中

で
、
洋
式
ガ
ー
デ
ン
の
中
で
洋
犬
の
散
歩
を
し
て

い
る

フ
ァ
ッ
シ

ョ
ナ
ブ

ル
な
若

い
主
婦

の
姿
を
描

い

て
い
る

(図
15
)
。
こ

の
イ

メ
ー
ジ
は

い
か
に
前
述

の
写
真

に
示
さ
れ
た
犬

の
散
歩
を
し

て
い
る
今

の

都
市
部
中
間
階
層

の
主
婦

に
類
似
し

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
図

16
の
月
扮
牌
広
告
絵
は
、
パ
ー

マ
を
か

け

ハ
イ

ヒ
ー
ル
を
着
用
す

る
女
性
を
描

い
て
い
る
と
同
時
に
、
洋
風

の
室
内

ス
ペ
ー
ス
、
モ
ダ

ン
な
イ
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図13英 米煙草公司の煙草ポスター

哈徳門

穉英画室 一九二〇年代

図14中 山太陽堂の化粧品ポスター

双美人 ・クラブ白粉
一九三〇年代

図15大 中華化学工業社の化粧品ポスター

呉志広
一九三〇年代

図16あ るイギリス商社のポスター

商品=カ ーテン生地
一九三〇年代
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図18フ ァッシ ョン名店街霞飛路図17百 貨店大新公司

図19三 井 ガーデン(旧 三井物産所有)図20一 九三〇年代風の居間

ン
テ
リ

ア
を
も
強
調
し

て
い
る
。
図
17
は
、
旧

上
海

の
南
京
路

に
あ
る

四
大

百
貨

店

の

ひ
と

つ
、
大
新
デ
パ
ー
ト
の

写
真
で
あ
る
。
図
18
は
、

一
九
二
〇
、
三
〇
年
代

の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
名
店

街
霞
飛
路

(今

の
淮
海

中
路
)

の
様
子
を
示
す

写
真

で
あ
る
。
図

19
は
、

当
時
上
海
に
進
出

し
て

い
た
日
本
商
社

・
旧
三

井
物
産
が
所
有
し
て
い

た
三
井
ガ
ー
デ
ン
で
あ

る
。
自
分

の
趣
味

や
ス
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テ
ー
タ
ス
を
示
す
た
め
に
、
現
在

の
上
海
新
中
間
階
層
は
、
古
董
品
店
か
ら

一
九
三
〇
年
代

の
中

・
上

流
階
級
家
庭

に
使
わ
れ
て

い
た
家
具
を
買

い
集

め
、

マ
イ
ホ
ー
ム
を
品
位

の
あ

る
洋
風
な
も

の
に
し
よ

う
と
す
る

(図
20
)
。

一
言
で
言
え
ば
、

一
九

二
〇
、
三
〇
年
代

の
月
汾
牌
広
告
絵

に
象
徴
さ
れ
た
、
西
洋
風

の
美
意
識
や

デ
ザ
イ

ン
を
取
り
入
れ
、

チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を
着
た
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
イ

メ
ー
ジ
、
さ
ら
に
洋
楼
、
ガ

ー
デ
ン
、
洋
犬
、
洋
風
な
室
内
空
間
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
は
、
現

在

の
中
産
階
級
、
資
産
階
級

の
イ

メ
ー
ジ
と
重
な
る
と

こ
ろ
が
多

い
と
言
え

よ
う
。
私
か
ら
み
れ
ば
、

旧
上
海
に
対
す
る
こ
の
種

の
ノ
ス
タ

ル
ジ

ア

・
ブ
ー
ム
は
、
過
ぎ
去

っ
た
繁
華
、

モ
ダ

ニ
テ
ィ

へ
の
追

想
と

い
う

よ
り
、
む
し
ろ
余
裕

が
で
き
た
現
代
中
国
人

の
、
よ
り
よ

い
生
活
、
品
位

の
あ
る
ラ
イ

フ
ス

タ
イ
ル
を
勝
ち
取
り
た

い
と

い
う
欲
望

の
象
徴
だ
と
思
わ
れ
る
。
資
本
主
義

の
復
権

で
も
あ
る
と

い
え

る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
情
況

の
下
で
、

二
〇
〇

一
年
に

「
プ
チ
ブ
ル
」

は
全
く
プ

ラ
ス
イ

メ
ー
ジ
の
流
行
語
と
し

て
使
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
現
在

で
は
、
プ
チ
ブ
ル
は
二
重

の
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
人
の
生
活
様

式
や
趣
味
を
指
す
場
合
は
、
個
性
的
な
都
会

の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
、
文
化
的
趣
味
や
娯
楽

の
こ
と
で
、

人
を
指
す
場
合
は
、
主
に
以
上

の
も

の
を
持
ち
合
わ
せ
た
都
会

の
若
者

の
こ
と

で
あ
る
。

一30一



日
本

の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
と
プ
チ
ブ

ル
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

プ
チ
ブ
ル

・
ブ
ー
ム
の
中

で
、
プ
チ
ブ
ル
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
紹
介
す
る
カ
タ

ロ
グ
本
も
次

々
と

出
版

さ
れ
た

(図

21
)
。
た
と
え
ば

『小
資
女

人
』
と

い
う
本

の
中

で
、
作
者

の
黄
海
波
は
、
プ
チ
ブ

ル
が
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
映
像

ソ
フ
ト
と
し
て
日
劇
を
挙
げ
て

い
る
。
彼
女

に
よ
れ
ば
、

『東
愛
』
は
、
プ
チ
ブ

ル
の
間
で
使
わ
れ
る
日
劇

『東
京

ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
』

の
愛
称
だ
。
プ
チ

ブ
ル
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分

の
生
活

で

「
す

て
き
な
体
験
欠
乏
症
」
と

「恋
愛
欠
乏
症
」

で
あ

図21プ チブルのライフスタイルを紹介

するカタログ本

っ
た
た
め
、
日
劇
で
そ
れ
を
埋
め
合
わ
せ
て

い
る
。
彼
ら
は

美
し

い
恋
を
す

べ
き
時
、
な
に
か
と
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
多

い

生
活
を
し

て
い
た
か
ら
、
純
粋
に
美
し

い
と

い
う
わ
け
に
も
、

心
身
と
も

に
恋

に
捧
げ

る
と

い
う
わ
け

に
も

い
か
な

か

っ

た
。
し
か
し
、
日
劇

の
中
で
は
、
恋
愛
が

一
大
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
だ
。
生
活

の
細
か

い
こ
と

一
つ

一
つ
に
ま

で
美

し
さ
が
ゆ

き
渡

っ
て
い
る
。
日
劇
は
お
し

ゃ
れ
で
、
温
か
く
、
普
通

の

人
に
も
模
倣
で
き
る
要
素
に
富
ん
で

い
る
。
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岩
渕
功

一

(岩
渕
二
〇
〇

一
)
が
、
台
湾

で
は
日
劇
は

「使
用
可
能
な
イ
メ
ー
ジ
」
と
し

て
消
費
さ

　　
　

れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
中
国

で
も
同
様

で
あ
る
。
た
だ
し
手
本
と
な

っ
て

い
る
の
は
、
主
人
公

の
暮

ら
し
全
般

で
あ

る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
後

に
も
う

一
度
触
れ
よ
う
。

キ

ャ
ン
パ

ス

・
ラ
イ
フ
と
大
学
生
将
来
像

の
変
化

一
九
九
四
年

の
大
学
教
育
制
度
改
革
ま

で
、
大
学
生

は
自
分

で
将
来

の
進
路
を
決
め
る
こ
と
が

で
き

な
か

っ
た
。
国
が

一
貫
し
て
大
学
生

の
募
集
か
ら
卒
業
ま
で
を
管
理
し

て
い
た
。
大
学

は
国
家
幹
部
候

補
生

の
養
成
機
関
で
あ
る
か
ら
、
学
費

は
無
料
だ

っ
た
。
そ
し
て
就
職
は
、
国
が
学
生
を
就
職
先
に
割

り
当
て
る

「分
配
」
制
度
を
実
行
し

て
い
た
。
就
職
先
は
学
生
が
自
分
で
探
し
た
り
、
選
ん
だ
り
す
る

も

の
で
は
な
か

っ
た
。

居
住
地

の
移
動
も
規
制

さ
れ
て

い
た
。
中
国

に
は
出
身
地
に
よ
る
都
市
戸
籍
と
農
村
戸
籍
と

い
う

戸

籍
制
度
が
あ

る
。
農
村
戸
籍

の
人
は
大
学
進
学
と
入
隊

に
よ

っ
て
、
幹
部

に
な
り
都
市
戸
籍

に
変
更
す

る
以
外
、

一
生
農
村

で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
上
海
戸
籍

の
人
が
北
京

の
戸
籍

に
変
わ
る
こ
と

は
容
易

で
は
な
か

っ
た
。
大
学
進
学

の
場
合
、
地
方
出
身

の
学
生
は
故
郷

の
戸
籍
を
持

っ
て
き

て
、
学

校
側
の
集
団
戸
籍

に
登
録
し
統

一
的
に
管
理
さ
れ
る
。
就
職

の

「
分
配
」

の
際
に
は
、
北
京
に
は
何
人
、

上
海

に
は
何
人
、
南
京
に
は
何
人
が
就
職
で
き
る
と

い
う
定
数

の
割
当
て
が
あ

っ
た
。
分
配
シ
ス
テ
ム
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の
も
と

で
は
、
「
又
紅
又
専
」

の
学
生
、

つ
ま
り
成
績
が
優
秀
だ
け

で
な
く
、
政
治
的

に
も
共
産
党
を

支
持
す
る
先
進
分
子

の
学
生
党
員
や
共
青
団
員
は
有
利
だ

っ
た
。
地
方
出
身

の
学
生

の
夢
は
、
卒
業
後

に
大
都
市

の
戸
籍
を
取
得
し
国
営
企
業

に
勤
め
る
こ
と
だ

っ
た
。
国
営
企
業
に
就
職
す

る
こ
と
は
、
当

時

の
学
生

に
と

っ
て
は

「
鉄
飯
椀
」

(鉄

の
お
椀
)
、
す
な
わ
ち

一
生

の
保
障
が
得
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
初
頭

に
は
、
給
料

の
い
い
外
資
系
企
業

に
勤

め
た

い
と
思

っ
て
も
、
地
方
出
身
者
に
は
で

き
な
か

っ
た
。
と

い
う

の
は
外
資
系
企
業
に
は
、
従
業
員

の
故
郷

の
戸
籍
を
企
業
所
在
地

の
戸
籍
に
変

更
す

る

「
指
標
」

の
割
り
当
て
が
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
〇
年
、

二
〇
年
前

の
大
学
生
に
と

っ
て
、
上
か
ら

の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
対
象
は
将
来

の
進
路
ば
か

り
で
は
な
か

っ
た
。
キ

ャ
ン
パ
ス
に
は
、
政
治
補
導
員
と
呼
ば
れ
る
教
師
が

い
て
、
政
治
学
習
か
ら
日

常
生
活
に

い
た
る
ま
で
、
全
般
的
に
学
生

の
動
向
を
把
握
し

て
い
た
。
恋
愛
し
て
も
、
分
配
制
度
が
原

因
で
、
恋
人
同
士
が
同
じ
都
市

に
就
職

で
き
る
と

い
う

わ
け
に
は
行
か
な
か

っ
た
か
ら
、
学
生
た
ち
は

ひ
た
す
ら
勉
強
に
励
み
、
恋
愛

に
陥
ら
な

い
よ
う

に
努
力
す
る
。
実
際
、

一
九
八
五
年
ま
で
大
学
生

の

恋
愛
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
婚
前
交
渉
は
、
カ
ン

ニ
ン
グ
や
窃
盗
と
同
じ

「
罪
」
と

み
な
さ
れ
、
見

つ
か
れ
ば
大
学

の
掲
示
板
に

「
退
校
」

の
処
罰

が
貼
り
出
さ
れ
た
。
北
京
大
学
な
ど

で

は
、
婚
前
交
渉

の
罪
で
退
校

の
処
分
を
受
け
た
若

い
カ
ッ
プ

ル
が
自
殺

に
追

い
込
ま
れ
た
事
件
も
発
生

し
た
。
婚
前
交
渉
ど
こ
ろ
か
、
当
時
は
デ
ー
ト
を
し
た
く

て
も
行
け
る
と
こ
ろ
は
映
画
館
と
公
園
だ
け
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で
、
気
楽

に
入

っ
て
ゆ

っ
く
り
と

二
人

の
時
問
を
過
ご
せ
る
喫
茶
店
も
な
か

っ
た
時
代

で
あ

っ
た
。

二
〇
〇

一
年
四
月

に
な

っ
て
初
め

て
教
育
部
が
、
大
学
を
受
験
す
る
人
に
対
し

て
年
齢
と
婚
姻
状
況

の
制
限
を
取
り
消
し
、
大
学
生
が
結
婚

で
き
る
か
ど
う
か
議
論
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
二
〇
〇

一
年

一
二
月
、
武
漢
大
学
が

「法
律
法
規

に
違
反
し
な
け
れ
ば
、
大
学
が
学
生
の
結
婚
申
請
を
干
渉
し
な

い
」

(
二
〇
〇

一
年

一
二
月

一
二
日
付
け
の

『武
漢
晩
報
』
)
と
、
新
中
国
史
上
初

め
て
大
学
生

の
結
婚
を
認

め
た
。
二
〇
〇
四
年
五
月

一
日
、
天
津
師
範
大
学

の
二
一二
歳

の
王
洋
が
結
婚
式
を
あ
げ
、
中
国
最
初

の

結
婚
し
た
女
子
大
学
生
と
な

っ
た
。
大
学
生

の
プ

ラ
イ

ベ
ー
ト
の
生
活
は
徐

々
に
自
由
が
利
く
よ
う

に

な

っ
た
。

生
活
の
カ
タ

ロ
グ

計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
に
移
行
す

る
に

つ
れ

て
、

一
九
九
四
年
以
降

の
キ

ャ
ン
パ
ス
は
大

い
に
状

況
が
変
わ

っ
た
。
ま
ず
、
就
職

口
は
大
学
か
ら
指
定

さ
れ
る
も

の
か
ら
、
自
分

で
探
す
も
の
に
な

っ
て

き
た
。

一
〇
年
、

二
〇
年
前

に
は
学
生
が
描
く
自
ら

の
将
来
像
は
ぼ
や
け
た
も

の
だ

っ
た
が
、
今

は
次

第

に
実
現
も
可
能
な
夢

に
変
わ

っ
て
き

て
い
る
。
現
在

の
大
学
生
に
と

っ
て
、
従
来
か
ら
の
公
務
員
、

教
師

の
職
は
、
福
祉
待
遇
も
よ
く
な
り

「鉄
飯
椀
」

で
あ
る
ゆ
え
、
希
望
の
多

い
就
職
先

で
あ
る
。
ま

た
、
外
資
企
業

の

エ
ン
ジ

ニ
ア
、
人
事

・
広
報
担
当
、

ハ
イ
テ
ク

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
創
業
者
、
欧

一34一



米

の
留
学
先

で
就
職
し

て
駐
在
員
と
し
て
中
国
に
U
タ
ー
ン
す

る
な
ど
は
、
将
来

マ
イ
ホ
ー
ム
や
マ
イ

カ
ー
を
所
有

で
き
る
中
間
階
層
に
入
る
理
想
を
成
就
で
き
る
職
業
で
あ
る
。

蘇
州
大
学

で
観
光
学
を
専
攻

し
て
い
る
大
学
三
年
生

の
呉
美
玉
さ
ん
は
、
地
元
蘇
州

で
い
ず
れ
は
観

光
産
業

の
管

理
職

に
な

っ
て
、
「
中
産
階
級

の
レ
ベ
ル
ま

で
到
達
」

し
、

二
〇
万
元

の
年
収
を
獲
得
し

た

い
と
宣
言
す
る
。
二
〇
万
元
と

い
う
数
字

は
駆
け
出
し

の
大
学
教
師

の
年
収

の

一
〇
倍
、
中
国
社
会

科
学
院
が
規
定

し
た
中
間
階
層

の
収
入

の
三
～
四
倍

に
な
る
。
そ
し

て
、
ど
う

し
て
中
産
階
級
に
な
り

た

い
か
と
問
う
と
、
呉
さ
ん
は

「
中
産
階
級

の
生
活
は
ゆ
と
り
が
あ

っ
て
、
自
分

の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ

ル

を
ど
う
し
た

い
と
か
、
家

の
中
に
ど

ん
な
モ
ノ
を
並

べ
よ
う
か
と
か
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
」
と
答
え

た
。一
九
九
八
年

に
中
国

で
は
、
持
ち
家
政
策
が
実
施
さ
れ
、
全
国
各
地

の
都
市
部

で
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
設
ブ
ー
ム
に
沸

い
た
。
生
ま
れ

て
初
め

て
自
分

の
家
を
所
有
す
る
中
国
人
な
ら
ば
、
そ
れ
を
住

み

心
地
の
よ

い
マ
イ
ホ
ー
ム
に
し
た

い
願
望
は
強

い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
イ

ン
テ
リ

ア
内
装
ブ
ー
ム
が
起

こ
り
、
外
資
系

の
イ

ン
テ
リ
ア
シ

ョ
ッ
プ
も
数
多
く
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
イ
ン
テ
リ
ア

シ

ョ
ッ
プ
ー
K
E
A
は
、
上
海

や
北
京

で
特
に
人
気

が
あ
る
。

前
述

の
呉
さ
ん
は
日
劇
が
好
き

で
、

レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
シ

ョ
ッ
プ
か
ら
海
賊
版
V
C
D
を
借
り
て
見

て

い
る
。

一
番
関
心
を
持

っ
て
見

て
い
る

の
は
、
登
場
人
物

の
着

て

い
る
服

で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
若
者
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た
ち
が
ど
ん
な
物
を
使

い
、
ま
た
ど
ん
な
遊
び
を
す

る
か
な
ど

の
生
活
の
レ
ベ
ル
も
チ

ェ
ッ
ク
す
る
と

い
う
。

『上
海
電
視
週
刊
』

の
調
査

に
よ
れ
ば
、

ス
チ

ュ
ワ
ー
デ
ス
や
美
容
師
は
特
に
化
粧

の
仕
方

や

髪
型
を
日
劇
か
ら
学
ん
で
い
る
と

い
う
。

つ
ま
り
、
日
劇
は
中
国

で
は

闇東
京

の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
イ

ン
テ
リ
ア
、
消
費
財
、
音
楽
」

の
情
報

源
で
あ
り
、
お
し

ゃ
れ
の
カ
タ

ロ
グ
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
日
本

の
女
性

フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
誌

『即
契
』

は
、
中
国
軽

工
業
出
版
社
か
ら
も
出
版
さ
れ
、
訳
名
は

『瑞
麗
」

で
あ

る
。
誌
面

で
は
日
本

の
流
行

の
ア
イ
テ
ム
を
紹
介

し
て
い
る
が
、

一
冊

一
入

・
入
元

(約
二
七
〇
円
)

の
値
段
は
決
し
て
安

く
は
な

い
。
購
読
者
は
、
経
済
力

の
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
若

い
女
性
に
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
中
国

に
は
外
国
の
出
版
物

の
輸
入
規
制
が
あ
る
た
め
、
台
湾
や
香
港

の
よ
う

に
日
本
語
版
の
若

い
女
性
向
け

の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
誌

『Z
O
⇒
-⇒
o
』
な
ど
が
ど

の
コ
ン
ビ

ニ
で
で
も
買
え
る
と

い
う

わ
け
に
は
い
か
な

い
。

そ
ん
な
限
ら
れ
た
東
京

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
情
報

の
中
で
、
日
劇
は
流
行

の
カ
タ

ロ
グ
と
し
て
見
ら
れ
て

い

る
。
た
と
え
ば
、
日
劇

の
粗
筋
、

テ
ー

マ
ソ
ン
グ
を
始
め
と
す
る
日
本

の
流
行
歌
を
紹
介
す
る

㍗
b
。
b

専

門
誌

の

『日
之
韻
』

『国
〉
ω
昌

で
は
、
日
劇

の
人
気
俳
優
が
劇

の
中

で
着
用
し
た
服

の
ブ

ラ
ン
ド
名
、

使

っ
て
い
る
携
帯
電
話
、
着
け
て
い
る
飾
り
物
、
よ
く
行
く
場
所
な
ど

一
々
枚
挙
に
遑
が
な

い
。

蘇
州
大
学

で
将
来
英
語
教
師
を
目
指
し
て
勉
強
し
て
い
る
于
宏
偉
君
は
、
宮
崎
駿
の
ア
ニ
メ
が
好
き

で
、
日
劇

は
高
校
生

の
時
に
受
験
勉
強

の
息
抜
き
と
し
て
見

て
い
た
と

い
う

。
彼
に
と

っ
て

一
番
印
象
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深

い
の
は
、
日
劇

の
中

の
主
人
公
た
ち

の
自
由
な
暮
ら
し
ぶ
り

で
あ
る
。

日
本
ド
ラ
マ
に
出
て
く
る
主
人
公

の
大
半
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
階
層
で
、
生
活

の
上
で
は
相
当

の

保
障
が
あ
り
ま
す
ね
。経
済
的
な
基
礎

が
あ
る
と

い
ろ

い
ろ
自
由
が
利
く
で
し
ょ
。
(主
人
公
た
ち
は
)

生
活
面

で
か
な
り
自
由

で
す
。
親

の
世
代
と

の
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
ギ

ャ
ッ
プ
も
回
避
し

て
い
る
か

ら
、
と

て
も
自
由
に
見
え
ま
す
。
若

い
人
た
ち
は
そ
も
そ
も
自
由
に
憧
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
。

若

い
僕
ら
も
よ
く
勉
強
し
て
、
将
来

い
い
仕
事

に
つ
け
ば
、
夢
も
見
ら
れ
る
し
、
や
り
た

い
こ
と

も

で
き
る
で
し

ょ
う
。
日
劇
は
と

て
も

い
い
出
発
点
を
目

の
前

で
見
せ
て
、
未
来

へ
の
夢
を
膨
ら
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。
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こ

の
于
君
は
、
日
劇

の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
は

「
い
わ
ゆ
る
は
や
り
の
プ
チ
ブ

ル
気
分
」
に
溢
れ
て

い

て
、
上
海
や
蘇
州
な
ど

の
目
覚
し

い
発
展
を
遂
げ
た
江
南
地
域
に
は
よ
く
馴
染
む

の
か
も
し
れ
な

い
、

と
語

っ
た
。

自
由
な
恋
愛

"

「
女
倒
追
男
」
、
異
性
同
居
な
ど

日
劇

の
中

の
恋
愛
は
と
り
わ
け
自
由

に
映

っ
て
見
え
る
。
前
述
の

『あ
す
な
ろ
白
書
』

の
中
に
は
、



若

い
男
女

が

一
晩
を

一
緒

に
過
ご
す

シ
ー
ン
が
二
回
ほ
ど
出
て
く

る
。

『東
京
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
』

の

中

で
も
赤
名

リ
カ
は
、
永
尾
完
治
か
ら
の
初
め
て

の

「
好
き
だ
」

の
お
返
し
に
、
「
ね

え
、
セ

ッ
ク
ス

し
よ
う

1
」
と
直
接

に
投
げ
か
け
、
完
治
が
リ
カ

の

一
人
住
ま

い
の
マ
ン
シ

ョ
ン
に
泊
ま

っ
て
い
く

シ

ー
ン
が
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
プ
チ
ブ

ル
本

の
恋
愛
指
南

で
は
、
恋
人
と
夜
は

一
緒
に
過
ご
す
け
れ

ど
結
婚

に
は
縛
ら
れ
な

い
と

い
う

の
が

「
小
資
的
婚
恋
方
式
」
だ
と
説

い
て

い
る
。

つ
ま
り
、
プ
チ
ブ

ル
ブ
ー
ム
の
二
〇
〇

二
年

に
新
し

い
と
さ
れ
た
自
由
な
恋
愛
を
、
日
劇

で
は

一
九
九

〇
年
代
初
期
に
す

で
に
演
じ
て
み
せ
て
い
た

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
女
性
主
導

の
恋
、

つ
ま
り

「女
倒
追
男
」

の
恋
愛
パ
タ
ー

ン
を
提
示
し

て
く
れ
た
。
男
性

が
自
分

の
好
き
な
女
性

に
愛
を
告
白
す
る
と

い
う

の
は
、
通
常

の
パ
タ
ー

ン
で
あ
る

が
、
『
東
愛
』

に
お

い
て
は
、
都
会

ッ
子

の
リ
カ
は
、
地
方
出
身

の
完
治
を
初
め
か
ら
リ
ー
ド
す
る
。

し
か
し
、
最
後

に
は
完
治

の
彷
徨

の
意
志
を
理
解
し
、
彼

の
幸

せ
を
思

い
パ

ッ
と
離
れ
て
い
く
。

上
海

で
土
木
工
学
を
勉
強
し

て
い
る
凌
奇
君
は
、
言
う

こ
と
為
す

こ
と
大
胆
な
リ
カ
が
好
き

で
、
国

内

の
ド

ラ
マ
に
は
な

い
女
性
像
だ
と
言

っ
て
い
た
。
「
リ
カ
は
、
女
子
学
生

よ
り
男
子
学
生

に
与
え
る

影
響
が
強
か

っ
た
と
思
う
。
こ
の
ド
テ

マ
を
見

て
、
か
な
り

の
男
子
学
生
が
女
子
学
生

へ
の
見
方
を
変

え
た
よ
」
と
言
う
。
そ
し

て
、
も
し
現
実

の
生
活

の
中

で
、

リ
カ

の
よ
う
な
女
性

が
い
れ
ば
、
自
分
も

付
き
合
う

つ
も
り

で
い
る
、
と
言

っ
て

い
た
。

一38一



男
女

の
新
し

い
付
き
合

い
方

は
、
日
劇

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
だ
。
日
劇

の
中
に
は
、
自
立
し
た
彼

女
、
年
下
の
彼
氏
、
男
女

の
友
達

の
同
居
、
同
性
愛
な
ど
、
様

々
な
男
女
関
係

の
話
題
を
提
示
し
て
い

る
。

二
人
き
り

の
自
由
な

マ
ン
シ

ョ
ン
生
活
に
憧
れ
た
ら
、
こ
れ
を
す
ぐ
に
実
行

に
移
す
学
生
も

い
る
。

一
九
九

八
年

の
持
ち
家
政
策
が
実
施
さ
れ

て
か
ら
、
中
国
の
住
居
環
境
も
少
し
ず

つ
整

い
つ
つ
あ
る
。

大
学

で
も
市
場
経
済

の
影
響

で
、
学
費

だ
け

で
な
く
、
学
生
寮

の
費
用
も
徴
収
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の

で
、
こ
れ
ま
で
四
人
か
ら
六
人
部
屋
と

い
う
全
寮
制

が
、
徐

々
に
個
室

や
二
人
部
屋

に
変
化
し

て
い
く
。

大
学
の
掲
示
板

や
電
信
柱
に
は
、
オ

フ

・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
貸
し
住
宅

の
広
告
が

い
っ
ぱ

い
張
ら
れ

て
、

経
済
的

に
許

せ
ば

一
人
暮
ら
し
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。
中
国

の
マ
ス
コ
ミ
に
よ
れ
ば
、
最
近

大
都
市

で
は
ア
パ
ー
ト
を
借
り

て
同
居
生
活
を
始
め
る
若

い
男
女

が
増
え

て
い
る
と
言
う
。
こ
れ
ら

の

男
女
は
、
き

つ
と

『
ロ
ン
グ
バ
ケ
ー
シ

ョ
ン
』

の
中

で
描
か
れ
た
木
村
拓
哉
が
扮
す
る
失
意

の
ピ

ア

ニ

ス
ト
瀬
名
と
、
山

口
智
子
が
扮
す
る
彼
氏
に
捨

て
ら
れ
た

モ
デ
ル
南
と
が
支
え
あ
う
同
居
生
活
を
見
た

こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
去
年

の
六
月
、
中
国
教
育
部
が
大
学
生
は
校
外

で
ア
パ
ー
ト
を
借
り

て
は

い
け

な

い
と

い
う
規
定
を
各
大
学
に
通
達
し
た
。
大
学
生

の
生
活

は
自
由

に
な
り

つ
つ
あ

る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
か
ら

の
コ
ン
ト

ロ
ー

ル
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
で
、
外
国

の
ド
ラ

マ
に
映

っ
た
自
由
な
恋
愛
生
活

や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
は
、
真
実

の
憧
れ
と
し

て
都
市
部

の
若
者

の
間
に
浸
透

し
て
き
た

の
で
あ
る
。
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日
本
に
憧
れ
て

い
ま
す

か

日
劇

の
プ
チ
ブ

ル
暮
ら
し
は
、
中
国

の
若
者
に
も
実
現
で
き
そ
う
な
夢
と

い
う

イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し

て
く
れ
る
。
蘇
州
大
学

に
通
う
李
暁
君
は
、
日
劇

の

「
物
質
生
活

の
豊
か
さ
」
が
目
を
引

い
た
と
言

っ

た
。
「
(
日
劇
が
流
行

っ
た

の
は
)
日
本

の
工
業
が
発
達
し
て

い
る
か
ら
じ

ゃ
な

い
か
な
。
日
本

の
今

日

は
、
中
国

の
明
日
で
し
ょ
。
僕
た
ち
が
、
彼
ら
み
た

い
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
日
が
き

っ
と
来

る
と
思

い
ま
す
。

一
種

の
期
待

が
あ
り
ま
す
」
と
言
う
。

も
ち
ろ
ん
日
劇
は
憧

れ
の
対
象
と

い
う
ば
か
り

で
は
な

い
。
中
国

の
大
学
生

に
と

っ
て
、
日
本

の
女

子
高
校
生

や
大
学
生
が
物
的
欲
望

や
生
理
的
悦
び
を
満
た
す
た
め
に
実
行
す
る
援
助
交
際
な
ど
は
批
判

す
べ
き
こ
と

で
あ

る
。

そ
し

て
、
日
劇

に
登
場
す
る
職
場

の
光
景
は

一
番
意
見

の
分
か
れ
る
と

こ
ろ
だ
。
広

々
と
し
た
オ

フ

ィ
ス
で
働
く
日
本

の
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
充
実
し
た
仕
事
振
り
を
楽
し
く
見

て
い
る
学
生
も

い
る
が
、

日
本

の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
よ
う
な
働
き
蜂

に
は
な
り
た
く
な

い
と

い
う
学
生
も

い
る
。
上
海
生
ま
れ

の

李
遠
君
は
外
国
語
大
学
で
英
語
を
専
攻
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
意
欲
的
に
法
律

の
勉
強
も
し
て

い
る
。

一
日
中
じ

っ
と
し
て

い
る
仕
事
は

い
や
で
、
広
報

や

マ
ス
コ
ミ
関
係

の
仕
事
が
志
望

で
あ
る
。
彼
は
次

の
よ
う

に
述
べ
て
く
れ
た
。
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ボ
ク
は
将
来
日
本

の
会
社
に
勤
め
る
こ
と
は
な

い
と
思

い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も

モ
ノ
カ

ル
チ
ャ
ー

で

つ
ま
ら
な

い
か
ら
。
こ
ん
な
に
広

い
場
所
が
細
か
く
区
切
ら
れ

て
い
て
、
毎
日
そ
の

一
コ
マ

一
コ

マ
に
た
く
さ
ん

の
人
が
細
工
物

み
た

い
に
は
め
込
ま
れ
て
る
で
し

ょ
。
朝
九
時
に
出

て
夕
方

五
時
に

あ
が
る
。
そ
れ
を
七
、
八
年
間
勤
め
て
や

っ
と

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
昇
進
じ

ゃ
つ
ま
ら
な

い
。
ボ
ク
は

も

っ
と
挑
戦
的
な
仕
事

が
し
た

い
で
す
。

そ
し

て
日
劇

の
暮
ら
し
に
憧
れ
る
か
と

い
う
と
、
前
述
し
た

『め
ぐ
り
逢

い
』

の
中

で
福
山
雅
治

が

演
じ
る
主
人
公

の
運
命
に
感
動
し
た
上
海
同
済
大
学

の
陳
君
は

「
他
人
の
家

の
モ
ノ
は

い
く
ら
よ
く

て

も
他
人

の
モ
ノ
で
す
。
日
本
が

い
く
ら
す
ば
ら
し
く
て
も
そ
れ
は
日
本

の
こ
と

で
す
。
た
だ
、
日
本

が

発
展
し

て
い
く
段
階

で
の
経
験
は
学
ぶ
べ
き

で
す
ね
。
で
も
学

ぶ
べ
き

こ
と
が
あ

っ
て
も
、
日
本
と
同

じ
よ
う
に
な
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
自
分
は
中
国
が
日
本

の
よ
う
な
発
展
国

に
な

っ
て
ほ
し

い
」
と
言

い
、
実

に
ク
ー
ル
な
見
方
を
持

っ
て

い
る
。
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
な
り

の
見
方
で
、

日
劇

の

「
合
理
」
的
で
吸
収
す
べ
き
要
素
と
、
切
り
捨

て
る
べ
き
要
素
を
見
分
け
て

い
る

の
だ
。
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中

日
関
係

の
展
望

日
劇

は

デ
ジ

タ

ル

・
フ

ァ
ス
ト

フ
ー
ド

と

し

て
、

海
賊
版
V
C
D
の
形
で
中
国
の
都
市
部
若
者

の
問



で
広
く
消
費

さ
れ

て
い
る
。
そ
う

し
た
ド
ラ

マ
を
通
じ

て
映

っ
た
現
代
的
な
日
本
、
美
し

い
愛
情
劇
は
、

中
国
若
者

の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
な
日
本
像
を
少
し
ず

つ
変
え
た
り
、
彼
ら

の
反
日
感
情
を
和
ら
げ
た

り
す
る
面
も
確
か
に
あ
る
。
例
え
ば
、
上
海
、
蘇
州

の
大
学
生

の
中
に
、
靖
国
問
題
に
対
し

て
理
解
を

示
し
て

い
る
男
子
学
生
が
け

っ
こ
う

い
る
。
そ
れ
は
中
国
人
が
天
安
門
広
場
に
あ

る
人
民
英
雄
記
念
碑

を
参
拝
す
る
こ
と
と
同
じ
で
、
ど
こ
の
国
に
も
民
族

の
英
雄
が

い
て
、
違
う
形
で
祭
ら
れ
て
い
る
と

い

う
意
見
だ

っ
た
。

近
年
来

の
中
日
関
係
は
確
か
に
緊
張
を
強
め
て

い
る
。
中
国
人
若
者

の
日
本
に
対
す

る
不
信
も
確
か

に
ま
だ
根
強

い
。
こ
れ
は
去
年

の
サ

ッ
カ
ー

・
ア
ジ

ア
カ

ッ
プ

の
試
合
で
起
き
た
中
国
人
観
客
が
日
本

チ
ー
ム
に
ブ
ー
イ

ン
グ
を
浴
び
せ
、
日
本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
に
ご
み
や
瓶
を
投
げ

つ
け
る
反
日
事
件
か
ら

も
窺
う

こ
と
が
で
き

る
。
中
国

の
経
済
成
長
に
伴

っ
て
、
若
者

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
情
緒
は
さ
ら
に
高

揚
し
て

い
く
と
思
う
が
、

一
方
、
日
本

の
生
活
文
化
、
若
者

の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
文
化

に
対
し

て
好
意
を
持

っ
て
い
る
こ
と

こ
そ
、
中
日
両
国

の
新
し

い
世
代
に
よ
る
相
互
理
解

の
可
能
性
も

示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
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注(
1
)
こ
の
ハ
ン
リ

ュ
ウ
と
い
う
言
葉
は
私
に
し
て
み
れ
ば
、
中
国
発
の
言
葉

で
、
同
じ
発
音

の

「寒
流
」
と
い
う
言

葉
を
パ
ロ
デ
ィ
に
し
て
作

っ
た
言
葉
で
、
北
の
寒

い
国
韓
国
か
ら
き
た
潮
流
の
意
味
で
あ
る
。
二
〇
〇

一
年
ご
ろ
か

ら
北
京
な
ど
で
は
韓
国
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
流
行
音
楽
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
人
気
を
呼
ぶ

よ
う
に
な

っ
た
。

(
2
)

『冬

の
ソ
ナ
タ
』
に
対
し
て
、
多
く

の
人
が
か

つ
て

一
九
七
〇
年
代
に
日
本
で
放
送
さ
れ
た

「赤

い
」

シ
リ
ー

ズ

の
ド
ラ
マ
と

の
類
似
性
を
、

つ
ま
り
複
雑
な
家
族
関
係
、
出
生

の
秘
密
、
隠
さ
れ
た
過
去
、
記
憶
喪

失
、
そ
し
て

不
治

の
病
気
な
ど
、
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
物
語
の
型
が
、
「冬

ソ
ナ
」

の
固
有

の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
感
覚
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
る
と

い
う
。

(
3
)

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

(
一
九
八
三
年
)
著
、
白
石
さ
や
、
白
石
隆
翻
訳

(
一
九
九

七
)
『想
像

の

共
同
体
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
流
行
』

N
T
T
出
版

(
4
)

毛
利
嘉
孝
編
著

(二
〇
〇
四
)
『日
式
韓
流

一
「冬
の
ソ
ナ
タ
」
と
日
韓
大
衆
文
化

の
現
在
』
せ
り
か
書
房

b
ヒ

。

(
5
)

中
野
嘉
子

・
呉
咏
梅

(
二
〇
〇
三
)
「プ
チ
ブ
ル
の
暮
ら
し
方

"
中
国
の
大
学
生
が
見
た
日
本
の
ド
ラ
マ
」
岩

渕
功

一

(編
)

『グ
ロ
ー
バ
ル

・
プ
リ
ズ
ム

"
〈
ア
ジ
ア
ン

・
ド
リ
ー
ム
〉
と
し
て
の
日
本
の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
』
平
凡

社

b
.H
。。。。』
巳
。

(
6
)

柴
門
ふ
み
原
作
の
大
人
気

コ
ミ
ッ
ク
を
ド
ラ
マ
化
し
た
も

の
で
、
主
人
公

・
永
尾
完
治
と
赤
名
リ
カ
を
中
心
と

し
た
リ
ア
ル
な
恋
愛
模
様
を
描
く
連
続
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

一
九
九

一
年

一
月
か
ら
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
よ

っ
て
放
送
さ
れ

た
。
特
に
リ
カ
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
恋
愛
表
現
は
、
現
代
女
性

の
新
し

い
恋
愛

の
ス
タ
イ
ル
と

い
う
評
判
を
呼
ん
だ
。
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主
演

の
織
田
裕
二
と
鈴
木
保
奈
美
を
は
じ
め
、
江
口
洋
介
、
有
森
也
実
ら
が
演
じ
た
等
身
大

の
キ
ャ
ス
ト
が
共
感
を

呼
び
、
高
視
聴
率
を
マ
ー
ク
し
た
。

(
7
)

中
野
嘉
子

・
呉
咏
梅

「キ
ム
タ
ク
と
魯
迅
-
中
国

の
大
学
生
が
見
た
日
本
の
ド
ラ
マ
」
『外
交

フ
ォ
ー
ラ
ム
』

二
〇
〇
二
年
十
月
号

b
●お

(8
)

Z
鶚
聟
o
し
δ
移
涛
ρ

NO
O
N◎
≦
ぎ

巨
鼠
け①。。
9
αqδ
σ
巴
O
o
鬢
噂
己
巷
聟
窃
Φ
b
o
它
訂

o⊆
畧
霞
①
5

>
。。
冠

冒

謡
養
ミ

O
o§
§
舘
§
§
言
o
§
一
(b。)
も
●
Nω
H
-NQ。ω
●

(
9
)

z
鋳
睾
ρ
ぎ
。。巨
犀・
●
・。O
O
P
≦
ρ。
巨
9
け①
器

σ・喜

9;

。≦
ゆ
こ
書
き
Φ
。。Φ
b
。
髱
再

。巳
霞

①
5

>
。。
冨
]
づ
蟇
饕
ミ

O
o
§
§
零
§
oミ
ざ
§
一
(N)
も
』
ら
ω
。

(10
)

毛
沢
東

(
一
九
二
六
)
「中
国
社
会
各
階
級
的
分
析
」

『毛
沢
東
選
集
』
第

一
巻

北
京

"
人
民
出
版
社

(
11
)

包
暁
光
編
著

(二
〇
〇
二
)
『小
資
情
調
-

一
個
逐
漸
形
成
的
階
層
及
其
生
活
品
味
』
長
春

"
吉
林
撮
影
出
版

社

b
・b。
?
N。。

(12
)

陸
学
芸
主
編

(二
〇
〇
二
)
『当
代
中
国
社
会
階
層
研
究
報
告
』
北
京

"
社
会
科
学
文
献
出
版
社

(13
)

陳
少
哄

(
一
九
九
九
)
『階
層

"
中
国
人
的
格
調
与
階
層
品
味
分
析
』
北
京

H
大
衆
文
藝
出
版
社

(14
)

一
九
二
六
年
に
上
海
で
創
刊
さ
れ
た
大
型
総
グ
ラ
ビ
ア
雑
誌
。

一
九
四
五
年
に
廃
刊
ま
で
十
七
年
間
、
中
国
の

政
治

・
経
済

・
社
会

・
文
化

・
文
学

・
広
告

・
漫
画
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
記
事
や
写
真
を
網
羅
し
て
い
る
。
こ
の

画
報
が
創
刊
さ
れ
た

一
九
二
〇
年
代
は
東
ア
ジ
ア
で
大
衆
消
費
社
会
と
も
言
う
べ
き
社
会
現
象
が
幅
広
く
見
ら
れ
た

時
期
で
、
映
画
や
百
貨
店
な
ど
が
登
場
す
る
時
期
と
も
重
な
る
。

(15
)

中
華
民
国
初
期
か
ら
五
四
運
動
時
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
通
俗
文
学

の
グ
ル
ー
プ
。
才
子
佳
人
の
恋
愛
物
語
が

多
か

っ
た
の
で
、
魯
迅
か
ら

「佳
人
が
才
子
に
恋
を
し
て
、
別
れ
難

い
思
い
で
、
柳

の
影
や
花

の
下
に

い
て
、
ま
る
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で

一
対

の
蝴
蝶
か
鴛
鴦
の
よ
う
だ
」
ど
評
さ
れ
た
こ
と
か
ら

「鴛
鴦
蝴
蝶
派
」
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
と
い

う
。
上
海
で
刊
行
さ
れ
た

『小
説
叢
報
』

(
一
九

一
四
～

一
九

一
八
)
、
『小
説
新
報
』

(
一
九

一
五
～

一
九
二
二
)
な

ど
の
雑
誌
は
、
小
市
民
的
趣
味
に
迎
合
し
た

「鴛
鴦
蝴
蝶
派
」

の
代
表
的
な
雑
誌
だ
と

い
わ
れ
る
。

そ
の
う
ち
、

一

九

一
四
年
か
ら

一
九
二
一二
年
に
か
け
て
発
行
し
た
週
刊

『礼
拝
六
』
は
影
響
力
が
強
く
、
そ
の
文
学
グ

ル
ー
プ
は

「礼

拝
六
派
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
概
し
て
、
鴛
鴦
蝴
蝶
派
は
趣
味
を
重
ん
じ
、
作
品

の
基
本
傾
向
と
し
て
は
、
時
代
精
神

か
ら
離
脱
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
流
派

の
文
学
的
目
的
が
、
お
茶
や
食
事
を
済
ま
せ
た
後

の
暇
と
う

さ
を
晴
ら
す
目
的
に
供
す
る
も
の
だ
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し

一
部
の
作
品
は
、愛
憎

の
区
別
が
は

っ
き
り
し
て
、

現
実
を
反
映
し
、
市
民
階
層
に
お
い
て
、
比
較
的
大
き
な
影
響
力
を
も

っ
て
い
た
。
「鴛
鴦
蝴
蝶
派
」

の
代
表
的
な

作
家
は
徐
枕
亜
、
包
天
笑
、
周
痩
鵑
、
程
小
青
、
張
恨
水
な
ど
で
あ
る
。

(16
)

岩
渕
功

一

(二
〇
〇

一
)
『ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ジ

ャ
パ
ン
』
岩
波
書
店

b
●N
嵩
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発表を終えて

この度、 日文研フォーラムにおいて、私が2001年 度の住友財団

の助成を受け香港大学日本研究学系の中野嘉子助教授 と一緒に行

ったインタビュー調査の研究成果を皆さんと分かち合 うことがで

きまして、まことにあ りが とうございました。

まず、大勢の方々に聞 きに来て頂いて、これか らの中日関係の

展望に関する質問やご提言をいただきましたことに対 して感謝を

申し上げたい。 コメンテーターをお引き受け くださった山田奨治

助教授は、 自分の体験談を踏まえながら、映像でもって巧みにコ

メントをくださり、本講演に興味深い色彩 を加えて くださいまし

た。

また、講演の際に司会をして くださったテモテ ・カーン助教授、

映像 ファイルの作成に協力して くださった情報課の江種里榮子さ

ん、研究協力課の松尾隆さん、喜多川千寿さんにもお世話になり

ました。

最後に、 日文研で充実 した研究生活が送れることに、多大なご

協力やご支援 をくださった研究協力課の奥野由樹子、佐々木彩子、

山田プロジェクト室の岡屋純子、小川順子、図書館の方々、コモ

ンルームの職員の方々に対して、心から感謝申し上げたいと思い

ます。ご指導やご教示をくださった稲賀繁美教授、園田英弘教授、

劉建輝 助教授 にもお礼を申し上げます。

♂uい レ◎
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日文研フォーラム開催一覧

屆 年 月 日 発 表 者 ・テ ー マ 丶

KIML'chang

金 禹昌(高 麗大学校文科大学教授 ・日文研客員教授)
リヴィア・ モ 不

LiviaMONNET

(モン トリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)
カー ル ・モ ス ク

Ol

9.11.11

(1997)
CarlMOSK(ヴ ィ ク トリア大学教 授 ・日文研客 員教 授)
ヤ ン・ シ コ ラ

辺購ρ懸g撃A(カ レル大学助教授 ・日文研客員助教授)
鶴田 欣也

(ブリティッシュコロンビア大学教授 ・日文研客員教授)

パ ネルデ ィス カ ッシ ョン

「日本および日本人一外か らのまなざし」

ジ ョ ナ ・サ ル ズ

oz
9.12.9 JonahSALZ(龍 谷 大 学助教授)

「猿から尼まで一狂言役者の修業」

10.1.13

KANGShin-yo
Tai

103
(1998) (仁済大学校人文社会科学研究所教授 ・日文研客員教授)

「京都考見録:韓 国文化人類学者の経験」

⑭
10.2.10

GAOyb驪 獎(山 東大学教授 ・日文研客員教授)

「中世禅林の異端者一一一休宗純とその文学」

シュテファン・カ イ ザ ー

105
10.3.3 StefanKAISER(筑 波 大学教授)

「和魂漢才、和魂洋才一語彙 ・表記に見 る日本文化の特性」

ス ミ エA,ジ ョ ー ン ズ

10.4.7 SumieA.JONES
106 (インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)

「幽霊と妖怪の江戸文学」

リヴィア・ モ ネ

10.5.19
LiviaMONNET

107 (モントリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)

「映画と文学の間に一金井美恵子の小説における映画的身体」

Hiroshi3-Hv1A7AIQ

迎
10.6.9 島崎 博(レ スブリッジ大学教授 ・日文研客員教授)

「化粧の文化地理」 ノ



r
10.7.14

登・・覊(バ ッサー大学助鰕.日 文研来訪礪 員)丶

⑱
(1998) 「なぜ荘子の胡蝶は俳諧の世界に飛ぶのか

一 詩的 イメー ジと しての典故一」

10.9.8

リ ー ネ ルブ ル ー ノ ・

BrunoRHYNER(チ ュ ー リ ッヒ大学講 師 ・ユ ング派精神分析

110 家 ・日文研客員助教授)

「日本の教育がかかえる問題点」

ア ハ マ ド・ムハマ ド ・ファトビ ・モスタファ

10.10.6
AhmedM.F.MOSTAFA

11 (カイロ大学講師 ・日文研客員助教授)

「『愛玩』一安岡章太郎の 『戦後』のはじまり」

10.11.10

ア リソ ン・ ト キ タ

AlisonMcQUEEN-TOKITA

⑫ (モナシュ大学助教授 ・日文研客員助教授)

「『道行き』 と日本文化一芸能を中心に」

グ レ ン ・ フ ッ ク

10.12.8
GlennHOOK

113 (シェフィール ド大学教授 ・東京大学客員教授)

「地域主義の台頭 と東アジアにおける日本の役割」

DUQin

杜 勤

⑭
11.1.12

(1999)
(華東師範大学助教授 ・華東師範大学外国語学院

第2学 部副学部長 ・日文研客員助教授)

「『中』のシンボリズムについて一宇宙論からのアプローチ」

シ ー ラ ・ ス ミ ス

11.2.9
SheilaSMITH

115 (ボス トン大学助教授 ・日文研客員助教授)

「日本の民主主義一沖縄からの挑戦」

エ ドウ ィンA.ク ラ ン ス ト ン

11.3.16
EdwinA.CRANSTON

16 (ハーバー ド大学教授 ・日文研客員教授)

「うたの色々:翻 訳は詩歌の詩化または死化?」

ウ ィ リ ア ムJ.タ イ ラ ー

11.4.13
WilliamJ.TYLER

17 (オハイオ州立大学助教授 ・日文研客員助教授)

「石川淳著 『黄金傳説』その他の翻訳について」

¥g

11.5.11
KIMJiKyun

金 知見(韓 国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)

「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」 ノノ



/' 畆i粛轍6丶
119
11.6.8

(1999)

(モンテネグロ共和国政府民営化推進部外資担当課長 ・

日文研客員助教授)

「言葉いろいろ一 日本の言葉に反映された文化の特徴」

もE三隈 ・睾掌 韆

20
11.7.13 (米国 ・ケ ドレン精神衛生センター箱庭療法 トレーニングコン

サルタント・日文研客員助教授)

「心理臨床の場に映った私生活の中の暴力 と社会の中の暴力」

SONGMin

21
11.9.7 宋 敏(韓 国 ・国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)

「明治初期における朝鮮修信使の 日本見聞」

ジ ャ ン ーノ エ ル ・A,ロ ベ ー ル

11.10.12 Jean-No�A.ROBERT

⑫ (フランス ・パリ国立高等研究院教授 ・日文研客員教授)

「二十一世紀の漢文一死語の将来一」

ヴラデ ィス ラブ ・ニ カ ノ ロ ヴ ィ ッ チ ・ゴ レ グ リ ャ ー ド

VladislavNikanorovichGOREGLIAD

23
11.11.16 (ロシア科学アカデミー東洋学研究所サ ンクトペテルブルク

支部極東部長 ・日文研客員教授)

「鎖国時代のロシアにおける日本水夫たち」

⑭
11.12.14

X.JieYANG

楊 暁捷(カ ルガリー大学準教授 ・日文研客員助教授)

「鬼のいる光景一絵巻 『長谷雄草紙』を読 む一」

エ ミ リ ア ・ ガ デ レ ワ

12.1.11
EmiliaGADELEVA(日 文研中核的研究機i関研究員)

⑮
(2000) 「年末 ・年始の聖なる夜

一西欧と日本の年末 ・年始の行事の比較的研究」

26
12.2.8

LEEEungSoa

李 応寿(世 宗大学校副教授 ・日文研客員助教授)

「東 アジア獅子舞の系譜一五色獅子を中心 に一」

ア ン ナ ・マ リ ア ・hレ ー ン ハ ル ト

12.3.14
AnnaMariaTHRﾄNHARDT

127 (デュッセル ドルフ大学教授 ・日文研客員教授)

「皇室 と日本赤十字社の始まり」

ペ ッ カ ・ コ ル ホ ネ ン

12.4.11
PekkaKORHONEN

2s (ユワスクラ大学教授 ・日文研客員助教授)

又 「アジアの西の境」 ノ



届 12.5.9
(2000)

劉 欝(国 立全献 学校副教授.日文研客員助鞭)丶

「五 ・七 ・五 、 日本 と韓 国」

ケ ネ スL.リ チ ャ ー ド

KennethL.RICHARD

30
12.6.13 (県立長崎シーボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

「出島一長崎一 日本一世界 憧憬の旅

サダキチ ・ハル トマ ン(1867-1944)と 倉場富三郎(1871-1945)」

リ ュ ド ミ ラ ・ホ ロ ド ヴ ィ ッ チ

12.7.11
LyudmilaHOLODOVICH

131 (ソフィァ大学助教授 ・日文研客員助教授)

「お盆と正教の五旬祭一比較的なアプローチー」

32
12.9.12

マ ー ク ・ メ リ

MarkMELI(日 文研外来研究員)

「『物のあはれ』 とは何 なのか」

リ チ ャ ー ド・ル ビ ン ジ ャ ー

12.10.10
RichardRUBINGER

133 (インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)

「読み書きで きなかったのは誰か一 明治の日本」

SHINYong-tae

⑭
12.11.14

辛 容泰

(東国大学校日本学研究所研究員・日文研客員教授)

「日本語の 『カゲ(光 ・蔭)』 外一 日本文化 の ルー ツを探 る一」

CAIDunda

12.12.12
蔡 敦達

135 (同済大学日本学研究所助教授 ・日文研客員助教授)

「中国文人が観た明治 日本一旅行記を読む一」

バ ル ト・ガ ー ン ズ

36
13.2.6

(2001)
BartGAENS(日 文研中核的研究機i関研究員)

「長者の山一近世的経営の 日欧比較一」

ポ ー ル ・S.グ ロ ー ナ ー

13.3.6
PaulS.GRONER

137 (ヴァージニア大学教授 ・日文研客員教授)

「仏教の戒律とは何か?」

⑱
13.4.10

LIZhuo

李 卓(南 開大学教授 ・日文研客員教授)

「中日姓名の比較について一親族の血縁性 と社会性一」

エ ッ ケ ハ ル ト ・ マ イ

39
13.5.8 EkkehardMAY

(フ ランクフル ト大学教授 ・日文研 客員教授)

殴 「西洋における俳句の新 しい受容へ」 ノ



r
⑭
13.6ユ2

(2001)

襟 獺(日 文研外国人研獺)丶

「中国現代建築の成立基盤一留 日建築家 ・趙冬 日と人民大

会堂一」

13.7.10

ヘ ン リ ーD .ス ミ ス

HenryD.SMITH,II

141 (コロンビア大学教授 日文研外国人研究員)

「忠臣蔵再考一四十七士の三百年一」

ジ ョ ナ サ ンM,オ ー ガ ス テ ィ ン

⑫
13.9.18 JonathanM.AUGUSTINE(日 文研外来研究員)

「聖人伝 、高僧伝 と社会事業一 古代 日本、 ヨーロ ッパの高

僧 を中心 に一」

ア レ ク サ ン ダ ー ・ボ ビ ン

13.10.9
AlexanderVOVIN

143 (ハワイ大学準教授 ・日文研客員助教授)

「日韓上代言語域:神 と国 と人 と」

GUANWenNa

13.11.13 官 文娜(日 文研外国人研究員)
144 「日本社会における 『近親婚』と中国の 『同姓不婚』との

比較」

チ グ サ キ ム ラ ス テ ィー プ ン

13.12.11
ChigusaKIMURA-STEVEN

145 (ニュージーランド・カンタベリー大学準教授・日文研外国人研究員)

「大庭みな子『三匹の蟹』:ミニスカー ト文化の中の女と男」

46
14.1.15

(2002)

SHINChangHo

申 昌浩(日 文研中核的研究機関研究員)

「親日仏教 と韓国社会」

マ シ ミ リ ア ー ノ ト マ シ

14.2.12
MassimilianoTOMASIk

⑰ (ウェスタン ワシン トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「近代詩における擬声語 について」

JEONGHyeKyeong

鄭 惠卿

148
14.3.12

(世宗大学校人文科学大学副教授 ・日文研外国人研究員)

「日韓言語文化の比較一語る文化 と語らぬ文化一」

マ ッ シ ュ ー フィリップ マ ッ ケ ル ウ ェ イ

14.4.9
MatthewPhilipMcKELWAY

149 (ニューヨーク大学助教授 ・日文研外国人研究員)

乂 「初期洛中洛外図の人脈と武家作法一三条本を中心に一」 ノ



r
⑩
14.5.14

(2002)

LEE糖 嬲 丶

(東西心理学研究所所長 ・日文研外国人研究員)

「禅心理学的生命観」

JI
14.6.11

LUYi

魯 義

(中国 ・北京外国問題研究会教授 ・日文研外国人研究員)

「中日関係 と相互理解」

。アレ クシア ボ ロ

14.7.9
AlexiaBORO

152 (イタリア カ ・フォスカリ大学助手 ・日文研外国人研究員)

「建物と権カー明治初期の東京の建築について」

YEEMilim

⑱
14.9.10 李 美林

(日文研外国人研究員)

「近世後期 『美人風俗図』の絵画的特徴一 日韓比較一」

マ ル ク ス リ ュ ッ タ ー マ ン

14.10.8 MarkusRﾜTTERMANN
154 (日文研外国人研究員)

「伝授から伝統へ一中 ・近世日本における 『啓蒙』の一面について」

KIMMoonGil

蒿
14.11.5 金 文吉

(韓国・釜山外国語大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「神代文字 と日本キリス ト教一 国学運動 と国字改良」

ス ー ザ ンL.バ ー ン ズ

14.12.10 SusanL.BURNS
156 (米 ・シカゴ大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「問題化された身体一明治時代における医学 と文化」

デ ビ ッ トL.ハ ウ エ ル

15.1.14
DavidL.HOWELL

157
(2003)

(米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「天保七年常州那珂湊敵討ち一件巓末」

ZhanXiaomei

15.2.18 戦 暁梅
158 (日文研研究機関研究員)

「隠逸山水に秘め られた 『近代』一富岡鉄斎を読む一」

リ チ ャ ー ドH.オ カ ダ

15.3.11
RichardH.OKADA

159 (米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)

叉 「『母国語』とは誰の言葉?:言 語と国民国家」 ノ



r

⑲
15.4.8

(2003)

7V7.rJx1V

BillSEWELL丶

(カナダ ・セントメアリー大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「旧満州における戦前 日本の町づ くり活動」

ParkJeonYull

15.5.20 朴 銓烈
161 (韓国中央大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「神々の使者に扮装する愉しみ一門付け儀礼の演劇性をめぐって一」

RIIF--VIYongTack

15.6.10 林 容澤
162 (韓国 ・仁荷大学校副教授 ・日文研外国人研究員)

「詩の翻訳は可能か一金素雲訳 『朝鮮詩集』の場合一」

ボ イ カ エ リト ッ ィ ゴ バ

15.7.8
BoykaElitTSIGOVA

163 (ブルガリア ・ソフィア大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「ブルガリア人の日本文化観一その理解と日本文芸作品の翻訳をめぐって一」

イ ン ゲ マ リ ア ダ ニ エ ル ズ

15.9.9
IngeMariaDANIELS

164 (ロ イヤル ・カレッジ ・オブ ・アー ト客員講師 ・日文研外来研究員)

「現代住宅 に見られる日本人と 『モノ』の関わ り方」

WANGCheng

65
15.10.14

王 成

(首都師範大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「阿部知二が描いた"北 京"」

CA-NHui

⑱
15.11.11

陳 暉

(中国社会科学院亜太日本研究所研究員教授 ・日文研外国人研究員)

「明治教育家 成瀬仁蔵のアジアへの影響一家族改革をめぐって一」

エ フゲーニーS ,バ ク シ ェ エ フ

15.12.9
EvgenyS.BAKSHEEV

167 (国立ロシア文化研究所研究員 ・日文研外国人研究員)

「人と神とが出会う場所 沖縄県宮古諸島の聖地・拝所一その構造と形態を中心として一」

M-NJoosik

16.4.13
閔 周植

168
(2004) (韓国 ・嶺南大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「風流の東アジアー美 を生きる技法一」

コ ン ス タ ン テ ィ ン ノ ミ コ ス ヴ ァ ポ リ ス

69
16.5.11

ConstantineNomikosVAPORIS

(米 国 ・メ リー ラ ン ド大学準教授 ・日文研外 国人研究 員)

又 「参勤交代と日本の文化」 ノ



r
⑩
16.6.8

(2004)

響 迸鐸 丶丶

(中国 ・東南大学教授 ・日文研外国人研究員)

「近代 における日本、中国の文人 ・作家の自殺」

ヴ ィクター ヴ ィク トロヴィ ッチ リ ビ ン

⑪
16.7.13

VictorVictorovichRYBIN

(ロシア ・サンク トペテルブルグ大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「知られざる歌麿一 『百千鳥狂歌合はせ』の詩的、文法的分析」

16.9.14

スコ ッ ト ノ ー ス

ScottNORTH

172 (大阪大学大学院人間科学研究科助教授)

「セ ールスマ ンの死:サ ー ビス残業 ・湾岸戦争 ・過 労死」

SEYin

16.10ユ9
色 音

173 (中国社会科学院民族研究所研究員 教授 ・日文研外国人研究員)

「シャーマニズ ムか ら見た 〈日本的 なる もの〉」

LEEHanSop

16.11.9 李 漢燮
174 (韓国 高麗大学校 日語 日文学科教授 ・日文研外 国人研究員)

「明治期の外国人留学生と文明開化」

ア レ ク サ ン ダー マ ー シ ャ ル ヴ ィ ー シ ー

16.12ユ4
AlexanderMarshallVESEY

175 (米国 ス トーンヒル大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「近世村社会における仏教僧侶の村人との仲介役的役割」

ロ イ ア ン ソ ニ ー ス タ ー ズ

17.1.11
RoyAnthonySTARRS

176
(2005) (ニュージーランド オタゴ大学シニア・レクチャラー・日文研外国人研究員)

「国家主義者 としての三島由紀夫一戦後の原点」

マ ッ ツ ア ー ネ カ ー ル ソ ン

77
17.2.8

MatsArneKARLSSON

(ス トックホルム大学助教授 ・日文研外 国人研 究員)

「僕はこの暗合を無気味に思ひ_芥 川龍之介 『歯車』、ストリンドベリ、そして狂気」

WUYongmei

⑱
17.3.8 呉 咏梅

(北京日本学研究センター専任講師 ・日文研外国人研究員)

「アジアにおけるメディア文化の交通一中国人大学生が見た日本のテレビドラマをめぐって一」

ノエ ル ジ ョ ン ピ ニ ン グ ト ン

79
17.4.12

NoelJohnPINNINGTON

(ア リ ゾナ大学助教授 ・日文研外 国人研 究員)

叉 「中世能楽論における 『道」の概念一能役者が歩むべ き 『道』Jノ



〆
17.5.10 郷 孅 … 丶

180
(2005) (日文研外国人研究員)

「韓 国現代 史 と 日本 につ いて一1973年 か ら1988年 まで一 」

17.6.14

イァン ジェームズ マ ク マ レ ン

IanJamesMCMULLEN
181

(オックスフォード大学ペンブロークカレッジ教授 ・日文研外国人研究員)

「徳川時代の孔子祭」

CHUNGJaeJeong

⑰
17.7.12

鄭 在貞

(ソウル市立大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「韓 日につきまとう歴史の影 とその克服のための試み」

オ ギ ュ ス タ ン ベ ル ク

17.9.20
AugustinBERQUE

183 (日文研 外国人研究員)

「日本の住まいにおける風土性と持続性フランス国立社会科学高等研究院教授」

NOSungHwan

17.10.11 魯 成煥
184 「韓国から見た日本のお盆」

(蔚山大学校人文大学 日本語日本学科教授 ・日文研究外来研究員)

セ ル ゲ イ ラ プ チ ェ フ

17.11.16
SergeyLAPTEV

185 (マクシム ・ゴリキー文学学院助教授 ・日文研外国人研究員)

「考古学 と文字一古代 日本の漢字文化 を中心に」

YOQVSangIn

17.12.20
尹 相仁

186 (漢陽大学校国際文化大学日本言語文化学科教授 ・日文研外国人研究員)

「〈日流〉の水脈一なぜ韓国の若者は日本の現代小説に惹かれるのか」

ア ン ドリ ュー ガ ー ス ト ル

18.1.10
AndrewGERSTLE

187 (日文研外国人研究員)

殴 「女形の身体を描く一肉体表現と流光斎一ロンドン大学SOAS教 魁 ノ

○ は報 告 書 既 刊

な お、 報 告 書 の全 文 を ホー ムペ ー ジで 見 る こ とが 出来 ます 。

http://www.nichibun.ac.jp/dbase/forum.htm





発 行 日
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*******

2006年1月20日

国 際 日本 文化 研 究 セ ンター

京 都 市 西 京 区御 陵大 枝 山町3-2

電 話(075)335-2048

ホームページ:http://www.nichibun.ac.jp

*******

◎2006国 際 日本文 化 研 究 セ ン ター







■ 日時

2005年3月8日(火)

午後1時 包3時

■ 会場

アーバネ ックス御池 ビル東館
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